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こ
れ
か
ら
．
年
問
の
区
政
の
方
向
を
決
め
る
策
一
回
定
例
会
が
3
月
6
日

か
ら
3
月
2
8
日
ま
で
開
か
れ
、
総
額
一
千
億
円
に
の
ぼ
る
5
5
年
度
・
t
算
案
な

ど
五
十
九
件
の
案
件
が
審
議
さ
れ
た
。

　
議
案
審
議
に
先
立
っ
て
、
初
日
に
各
会
派
の
代
表
質
問
が
、
二
日
目
に
は

九
人
の
議
員
（
自
民
、
公
明
、
共
産
各
．
天
、
社
会
、
民
社
、
無
所
属
・
社

会
民
主
ク
ラ
ブ
各
一
人
）
に
よ
る
区
政
一
般
肝
晶
凹
が
行
わ
れ
た
。

　
初
日
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
5
5
年
度
各
会
計
当
初
チ
算
な
ど
五
十
ヒ
件

で
、
そ
の
う
ち
当
初
予
算
三
件
は
「
壬
算
特
別
委
員
会
」
に
、
そ
の
他
の
議

案
は
担
当
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　
3
月
1
3
日
の
本
会
議
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

各
会
計
当
初
予
算
三
件
を
除
く

五
＋
四
件
の
議
案
が
原
案
ど
お
　
駅

り
可
決
さ
れ
た
．
　
　
号

　
　
最
終
日
に
は
、
追
加
上
程
さ
集

れ
た
議
員
婿
議
案
警
禄
特

と
と
も
に
、
葦
客
会
駐
算

初
重
二
件
が
原
案
藍
詩
予

決
さ
れ
た
。
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　　　　　　　　　一
4月から「ゆとりある教育」がス9一ドした。鯉康で心豊かな人閲に禽てていきたいものだ

写真＝城山小学校で。

●
5
5
年
度
各
会
計
当
初
予
算
　
三
件
（
令
員
賛
成
）

ー
関
係
記
事
は
、
．
～
κ
へ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
5
4
年
度
各
会
計
補
正
予
算
　
三
件
（
全
員
質
成
）

○
、
般
会
計
第
四
次

（
リ
国
保
事
業
ヘ
バ
”
㎡
第
．
、
次

○
巾
学
佼
給
食
費
会
剖
第
．
次

　
各
種
積
覗
金
が
お
も
な
内
容
で
、
補
正
後
の
各

会
計
で
算
額
は
次
の
と
お
り

一
㌧
般
会
計
　
　
　
八
四
几
億
　
三
、
四
万
六
壬
甘

国
保
事
業
会
計
　
．
ヒ
四
億
、
、
八
四
六
万
六
千
円

巾
学
校
給
食
費
会
計
　
じ
億
．
＝
し
四
厚
、
千
月

●
区
議
・
特
別
職
等
の
報
酬
・
給
与
・
費
用
弁
償

条
例
の
改
正
　
十
三
件
（
賛
成
多
数
　
質
成
H
自
、

公
、
社
、
民
、
無
・
祉
民
ク
　
反
対
H
共
）

r
関
係
記
事
は
四
～
圧
へ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
建
設
基
金
の
設
置
条
例
　
二
件
（
金
員
錐
成
）

○
職
員
会
館

○
罫
、
術
館

｛
、
マ

／

り’

謹
o

噸

蚕

塀．
．
調

～
4

、
、
輔
鑑
嵐

も

●
施
設
の
新
設
に
伴
う
条
例
改
正
　
四
件
（
全
員

賛
成
）
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●
施
設
内
容
の
一
部
変
更
に
伴
う
条
例
改
正
　
二

件
（
全
員
賛
成
）

O
老
人
会
館
条
例

O
厚
生
会
館
条
例

　
老
人
会
館
の
洋
裁
作
業
室
を
廃
止
し
、
厚
生
会

館
に
洋
裁
講
習
室
を
設
け
た
。

●
公
園
・
児
童
遊
園
の
条
例
改
正
　
二
件
（
全
員

賛
成
）く

、
げ
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曇
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

司ケ
’

陵晒

＋
用
賀
．
．
」
目
公
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L
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吊
　
甲
　

比
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1
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J
月
応
　
7

希
甲
h
記
念
ノ
ハ
園

r
歳
ノ
ー
四
」
目
2
　
7

希
　
望
　
、
江
叫
　
夕
園

r
突
茜
－
目
u
2
9

多
　
見
　
を
　
園

）
一
多
見
．
」
目
肢
　
掃

嵌
　
　
』
　
　
緑
　
　
地

掻
　
　
r
目
3
0
　
6

i
野
毛
南
・
り
緑
地

i
野
巳
　
」
目
2
3
　
1

｝
一
多
見
．
r
H
弓
隷
地

V
口
多
見
．
工
月
6
　
5

凹遊頓児

没新称
更
名
妥

舅
桜
木
．
工
”
兇
帝
遊
園

1

争
桜
木
．
工
目
9
　
2

侮
　
．
n
　
児
壁
遊
団

拠
、
h
　
1
月
2
　
総

梅
丘
北
児
唖
遊
園

梅
症
　
T
H
組
　
6

新
町
　
r
目
児
敬
遊
園

新
町
　
r
目
5
　
9

砧
粍
』
ロ
児
帝
遊
園

砧
症
r
月
7
　
π

裟
魏
纏
甥
圃
に

瀬
田
四
r
d
鉋
B

兜
上

婁
　
　
　
1

皿
H
多
見
児
箪
遊
園

）
口
勿
見
勘
j
－
7
　
1

な
お
、
公
園
条
例
の
改
臣
で
は
、
公
園
の
占
用
料

も
改
定
さ
れ
た
、

●
そ
の
他
の
条
例
改
正
　
十
二
件
（
全
員
賛
成
）

∩
）
生
業
資
金
貸
付
条
例
11
令
部
改
正
1
1

　
貸
付
限
度
額
を
六
卜
万
円
か
ら
ピ
L
「
が
円
に
引

き
」
げ
、
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
資
格

な
ど
の
基
本
事
項
を
条
例
の
巾
に
加
え
た
．

○
婦
人
編
祉
資
金
貸
付
条
例

　
都
の
貸
付
金
の
限
度
額
の
改
正
に
伴
う
引
き
上

げ
。
生
活
資
金
を
現
行
κ
万
四
看
円
を
κ
万
じ
千

円
に
ア
ッ
ブ
し
た
こ
と
な
ど
。

○
高
額
療
養
費
等
資
金
貸
付
基
金
条
例

　
基
金
の
額
を
予
八
百
万
円
か
ら
二
千
、
一
青
万
円

に
引
き
ヒ
げ
、
心
身
障
害
者
の
看
護
料
の
貸
付
対

象
も
拡
尺
し
た
。

○
動
物
病
院
条
例

の
ラ
ー
ル
経
営
許
可
条
例

　
以
ヒ
の
、
．
件
は
、
条
例
の
名
称
変
、
更
と
手
数
料

の
額
の
引
き
h
．
げ
、

O
住
宅
修
築
資
金
融
資
あ
っ
旋
条
例

　
生
け
垣
造
成
に
も
融
資
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ

の
融
資
に
限
り
、
区
が
利
子
を
負
担
す
る
。

○
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

○
公
共
講
渠
管
理
条
例

　
以
L
の
二
件
は
、
都
の
改
正
に
あ
わ
せ
、
道
路

の
占
用
料
の
額
、
公
共
溝
渠
の
使
用
料
の
額
を
引

き
ヒ
げ
た
．

O
階
少
年
問
題
協
議
会
条
例

　
蒜
少
年
総
へ
口
対
策
の
素
案
を
作
成
す
る
た
め
、

学
識
経
験
者
な
ど
の
専
門
委
員
を
設
置
し
た
。

O
職
員
定
数
条
例

O
職
員
給
与
条
例

○
区
礒
会
事
務
局
条
例
1
1
全
部
改
伍
“

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
　
十
四
件
（
全

　
員
賛
成
）
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●
専
決
処
分
の
承
認
　
二
件
（
令
．
員
賛
戊
）

○
．
般
会
計
補
臣
予
算
（
第
．
．
．
次
）

　
希
望
丘
フ
ー
ル
建
設
が
、
年
度
内
に
完
戊
で
き

な
く
な
っ
た
た
め
、
繰
越
明
許
と
し
た

Q
学
佼
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解

　
児
覗
ど
う
し
が
衝
突
し
死
亡
し
た
事
故
で
、
区

が
両
親
に
和
解
金
．
四
百
が
円
を
芝
払
っ
た
、

●
負
担
附
贈
与
の
受
入
れ
　
一
件
（
全
員
性
嘆
）

　
都
よ
り
無
償
で
、
大
蔵
、
．
～
目
地
内
の
道
路
敷

地
を
受
け
人
れ
る

触
　
今
年
は
「
地
方
の
時
代
」
が
期
待
さ
れ
る
八

　

輔
O

年
代
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
が
、
多

　

鮪
く
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

鯨
は
じ
め
政
治
・
経
済
は
多
く
の
不
安
要
因
を
抱

頼
え
て
お
り
、
、
方
、
園
や
都
に
お
い
て
も
財
政

鱈
再
建
を
迫
ら
れ
る
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

輯
り
ま
す
。

か

価
　
本
区
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
見
き
わ

煽
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
・
適
切
に
活
用
す

ウ

輔
べ
く
、
5
5
年
度
施
策
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、

蝕
区
民
．
要
望
や
緊
急
度
を
考
え
あ
わ
せ
、
こ
れ
ま

献
で
以
と
に
効
率
的
な
財
政
運
営
を
は
か
り
ま
し

…
た
．

蝕
　
私
は
、
八
O
年
代
を
世
田
谷
区
の
将
来
像
を

な

嫡
定
め
た
「
基
本
構
想
」
。
「
基
本
計
画
」
に
示
さ

か

献
れ
た
諸
施
策
を
体
系
的
に
実
現
す
る
「
実
践
の

蝕
時
代
」
と
考
え
て
お
り
、
次
の
世
代
に
良
好
な

蝕
生
活
環
境
や
文
化
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
全
力
を

触
ヒ
げ
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
の
任
命
同
意
　
一
件
（
金
員
賛
成
）

曹
島
慶
一
郎
（
新
任
・
元
世
田
谷
区
祉
会
教
育
委

員
・
等
々
力
四
丁
目
4
－
1
・
54
歳
）

●
報
告
　
十
六
件

○
下
水
道
枝
線
工
事
契
約
変
更
の
專
決
処
分
　
六

件O
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決
処
分

三
件

○
例
月
出
納
検
査
報
告
（
5
4
年
7
～
1
2
月
）
　
六
件

0
5
4
年
度
定
期
監
査
報
告
　
一
件
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★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
☆
★
★
☆
★
☆
★
★
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★
★
★
★
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
「
基
本
計
画
」
を
具
体
的
に
実
現
す
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
る
た
め
の
5
7
年
度
ま
で
の
「
実
施
計
画
」
は
、
八
顛

　
　
　
　
　
ヒ
が
区
民
が
居
佗
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
都
甫
と
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
す
る
た
め
、
居
住
環
境
の
犠
備
を
基
幹
的
な
施
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

U
　
　
　
　
策
と
し
な
が
ら
、
福
祉
・
消
費
・
文
化
。
学
習
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
な
ど
区
民
生
活
を
充
実
す
る
た
め
総
含
的
か
つ
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
、
「
災
害
に
強
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

い
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
み
ど
り
と
み
ず
の
ま
ち
づ
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
り
」
な
ど
ヒ
つ
の
重
点
事
業
を
主
な
内
容
と
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
ま
た
、
「
実
施
計
圃
」
の
実
現
に
向
け
て
、
執
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

行
体
制
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
　
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
総
へ
目
行
政
を
展
開
す
る
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

た
め
「
地
域
行
政
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
組
織
・
職
員
効

定
数
・
勤
務
条
件
な
ど
の
抜
本
的
な
検
討
を
行
煽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

い
、
実
質
丘
卜
余
名
の
人
員
を
抑
制
し
ま
し
た
”

が
、
今
後
も
、
紐
織
の
簡
素
化
を
進
め
て
ま
い
鯨

り
ま
す
。
他
方
、
職
員
の
意
識
の
改
革
に
努
め
、
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
行
動
す
る
職
員
」
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
　
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

職
員
研
修
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
考
え
で
す
。
献

　
今
後
は
、
多
様
化
す
る
区
民
の
二
ー
ズ
を
的
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
八
十
万
区
民
の
た
め
、
　
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

区
民
本
位
の
区
政
運
常
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悟
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献

★
★
★
★
虫
★
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
脅
★
★
壷
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
脅
★
★
★
★
★
★
☆
☆
★
★
★

称
「
特
別
区
自
治
権
拡
充
、
財
政
権
確
亜
大
会
」

催
、
、
士
．
、
特
別
区
議
会

催
日
時
・
場
所
　
1
0
月
2
3
日
㈹
午
後
－
時
・
九
段
会
館

旨
　
二
卜
．
．
．
特
別
区
は
、
住
艮
に
最
も
身
近
な
自
治
体

し
て
、
十
分
な
行
財
政
能
力
を
備
え
る
こ
と
が
痛
感
さ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
別
区
の
住
民
要
望
の
多
様
化

実
態
を
関
係
者
に
訴
え
、
特
別
区
に
ふ
さ
わ
し
い
行
財

制
度
の
確
立
・
拡
充
を
は
か
っ
て
、
九
百
万
住
民
の
付
託

一
層
こ
た
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ロ
ー
ガ
ン
　
九
百
万
住
民
の
生
活
と
環
境
を
守
る
区
政

財
源
を
（
必
ず
入
れ
る
こ
と
）

品
規
定
　
A
2
判
・
タ
テ
長
・
三
色
刷

募
先
「
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
」
（
千
代
田
区
九
段

一
丁
目
1
1
4
東
京
区
政
会
館
内
・
踊
〇
六
七
一
）

切
　
6
月
3
0
日
（
月
）

礼
　
最
優
秀
作
品
口
．
五
万
円
、
優
秀
作
贔
詞
一
万
円



　
八
○
年
代
の
区
政
の
第
一
歩
…
昭
和
5
5

年
度
世
田
谷
区
各
会
計
予
算
が
成
立
し
た
。

　
予
算
総
額
は
、
別
表
の
よ
う
に
二
十
三

区
で
は
初
め
て
”
一
千
億
円
〃
を
突
破
、

大
都
市
な
み
の
予
算
規
模
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
5
4
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て
11
・

4
％
の
伸
び
率
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
は
、
1
1
・
8
％
増
で
、
5
4
年

度
と
ほ
ぽ
同
じ
伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
。
性
質
別
に

分
け
る
と
、
人
件
費
が
2
8
・
2
％
を
占
め
て
い
る
が
、

54

年
度
よ
り
ー
・
3
％
減
少
し
て
い
る
。
行
政
運
営

費
は
52
・
9
％
で
ー
・
3
％
増
え
、

の
投
資
的
経
費
は
1
8
・
9
％
と
、
5
4
年
度
と
全
く
同

じ
構
成
比
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
☆
　
☆
　
☆

　
区
議
会
で
は
、
議
長
を
除
く
5
3
名
の
議
員
に
よ
る

「
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
、
3
月
1
4
日
か
ら
七

日
問
に
わ
た
っ
て
、
各
事
業
部
門
別
に
審
議
を
行
な

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
☆
　
☆
　
☆

　
3
月
1
4
日
の
審
議
に
先
立
ち
、
助
役
か
ら

編
成
方
針
」
と
「
重
点
施
策
」
が
、
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
た
。

　
昭
和
5
0
年
の
”
財
政
危
機
”
を
き
っ
か
け
に
、

　
区
政
を
進
め
る
上
で
、
最
も
重
要
な
「
財
政
問

題
」
に
つ
い
て
、
各
会
派
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
角
度

で
質
問
が
な
さ
れ
た
。

「
六
十
億
円
に
も
上
る
世
田
谷
区
の
”
都
市
計
画

税
”
を
、
区
税
に
で
き
な
い
も
の
か
」
、
「
適
正
な

受
益
者
負
担
を
考
え
、
使
用
料
な
ど
の
見
直
し
を

は
か
れ
」
、
「
都
区
財
政
調
整
交
付
金
が
、
他
区
よ

り
少
い
の
は
な
ぜ
か
」
…
な
ど
、
「
財
源
の
確
保
」

が
強
く
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
金
の
効
率
的
な

運
用
、
各
種
積
立
金
の
あ
り
方
な
ど
、
「
財
産
管
理
」

に
対
し
て
も
厳
し
い
注
文
が
あ
っ
た
。

　
事
業
面
で
は
、
財
団
法
人
と
し
て
4
月
か
ら
発

足
す
る
「
世
田
谷
区
都
市
整
備
公
社
」
に
つ
い
て
、

組
織
の
内
容
や
機
能
が
問
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

匙
営
を
め
ぐ
つ
て

財
正
、
肖
呂
に

　　　　　戯　　貝　　　こ建1』し1土1モ　う　r　　　をかに　　　全設政い質
　　に予　　　行らよ　　　くな運る別
当　　説算　　　な七る　　　同ど営がに

　　　　　　　　　　　　　、

きそをを　一経えれ　　でに二建の区

鵬灘ま腸贈雛問欝
　・るた施か節　’杜度い　”し従政
　5ζ』》策つ毬的会のる区区を来規

編就場磐難象離膿

算九現つ　　煙込都箋　　もかな切を
　に四すの　　全みの祷　　いな　　つ続

がが経照　　をよを　’　進よ一政　’
で　’費）　　第る考こ　　んう　’のそ

「
』
＿
▲
一
▲
餉
」

自　☆　えてじい　　明にし行る区

羅そ窪操需羅孫謂0　の　どした人　・・しきい門　・
区　ほ　をて　o事昨　　てた仕職r
議　　力・　参き区管年　　事い事が内

選の髭雑馳菱藷翻
投　お　し　”にマ　　進険　’に織
票　も　て今rつス　　め性そ採な
率　な　い後経いコ　　てもの用ど
撃　質5薯憲あ轟　拾碧罐歪誉

押蓉繹鵬茎鱈魏
纏蠣賢繧響糖
　　　。考れ論て　　説分かです

　　　　　　　　R

一
　　毎　　　　民　　　社　　　　共　　　　公

　養　　社　　会　　産　　明
　　ク　　　党　　　党　　　党　　　党OOOOOOOOOOOOOOOOOO課　r施壌コ各選欠各婦住人都ソ区文教区
長文設務1部挙陥種人宅件有1税化育の
補化の用デに人施区対調費地ラの行大契
佐振高品イお名設民策査比なi滞政跡約
制興層のネけ簿を施の結率どシ納の地業1
度基但節1るの建設進果のの・ス分位の者
の金に約タ定管設のめな他買テ徴置利の
藤痛撰理牒方あ【頚赫8嘱
時設多　　設理　　業化　　区の画民努　　　度
期躍二角　置の　者　　民比　間力　　型
　的　　　徹　　の　　　へ較　　助　　　　定
　活　　　底　　責　　　の　　　成　　　　　の
　用　　　　　　　任　　　　P　　　　　　　　　　方

　　　　　　　　　　　　　　法

め
よ
　
　

・
！

予算総額 1085億0364万7干円

内
訳

一　般　会　計 882億8221万円

国保事業会計 194億7159万円

中学校給食費会計 7億4984万7千円

　　一般会計の内訳
歳入　　　　　　　　　　　　　　歳出

重点事業

特別区税

壁黛

民生費

教育・文化の向上

　　　80
　鵠〃9蓄
　　Q　“

士地利用と都市基盤の整備

　　　　　　　●仮称喜多見中学校の建設
　ρ　け二　し．　　　　　●区民絵画・美術展など

o　l　l

70億6000万円

　　　254億2087万3千円
459億2889万1千円

・区民税423億7537万2千円

・たはこ税211柳51D万円

・電気校　川襲770万円

・カス税1働830万円

・軽自動革税9241万9千円

　　　245億4759万5千円
豊8

　　　　…蒲雌

　　鱒、
福祉・保健の充実

　　　　　　　●「都市整備公社」の設立

僻　　●下水道の慰ど

⑦σ

54億6900万円

24億8500万円

職員費

十

国庫支出金

セ8

ρ。・・
　、、　　　　　　　　●障害児の生活指導相談

匂⊂〉～　　　●各種脇の充実など
教育鷺

　～一

居住環境の整備

　　　窃

o
‘

諸収入

“5

“杢

も隻

lI3億5266万8千円

　　　r29億5723万4千円

109億6957万4千円

　　　　73億5502万1千円

52億円

　　　’7D億3634万8千円

42億4381万8千円

30億円　　　　　　45億8784万2千円

75億8725万9千円

　　　32億9172万4千円

土木賛

o　■　●　◎●

特別区
交付金

●防災無線網の整備

●区民施設の建設など

／く～

43

εo

塗～

ノノ

総務費

・　　　　　　　　　　　　　　　　n

内

　　．》　　　　0

20億3900万円

14億8600万円

都支出金 」亀

5．」
繰入金

公債費

その他
30億7557万3千円

環境費
自然環境の保全

．3侭
一「　　　，

も、 塗5
その他

公園

　　　　●樹木・緑地の保存

＿　　　　　　●各種の公園づくりなど

予算の梶翼・編威方針

し



轟
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
心
あ
た
た
ま
る

購
区
民
擢
華

区
民
・
衛
生
部
門

　
二
十
三
区
で
も
最
大
の
面
積
を
持
つ
世
田
谷
区

で
は
、
ま
だ
ま
だ
区
民
施
設
が
十
分
と
は
い
え
な

い
。
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
整
備
を
は
じ
め
、

施
設
の
運
営
管
理
、
効
率
的
な
利
用
方
法
、
使
用

料
の
負
担
制
、
名
称
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

提
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
各
施
設
の
職
員
配
置
数
が

多
す
ぎ
な
い
か
」
と
の
指
摘
に
対
し
、
区
側
は
、

「
出
張
所
の
人
数
は
1
0
月
を
目
途
に
見
直
し
て
い

き
た
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
事
業
も
軌
道
に
乗
っ

た
の
で
、
事
務
職
を
三
名
減
ら
す
」
と
答
え
た
。

　
さ
ら
に
区
内
の
商
工
業
の
振
興
が
要
望
さ
れ
、

大
型
ス
ー
パ
ー
進
出
の
賛
否
や
、
区
の
商
工
セ
ン

タ
ー
の
管
理
、
『
消
費
者
行
動
調
査
』
の
活
用
な
ど

が
議
論
さ
れ
た
。

　
区
民
の
健
康
を
守
る
保
健
衛
生
部
門
で
は
、
各

種
成
人
病
検
診
の
充
実
が
望
ま
れ
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
新
事
業
「
大
腸
検
査
」
の
内
容
、
商
店
な
ど

忙
し
い
人
た
ち
へ
の
積
極
的
な
受
診
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
が
質
疑
さ
れ
た
。
ま
た
、
都
の
“
ペ
ッ

ト
条
例
”
制
定
に
よ
る
区
へ
の
影
響
や
、
災
害
時

に
備
え
た
”
特
定
動
物
の
所
在
地
図
”
づ
く
り
な

ど
も
論
じ
ら
れ
た
。

☆
そ
の
ほ
か
の
お
も
な
質
問
・
要
望

自
民
党
O
出
張
所
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
利
用
状
況

　
　
　
○
来
宮
荘
解
体
後
の
資
材
の
再
利
用

　
　
　
○
胃
ガ
ン
検
診
の
追
跡
調
査

　
　
　
○
世
田
谷
区
専
任
の
獣
医
師
の
配
置

公
明
党
O
結
婚
式
場
の
目
的
外
の
利
用
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
さ
い
し
や

　
　
　
O
火
事
に
よ
る
罹
災
者
へ
の
援
助

　
　
　
0
区
民
葬
祭
場
の
建
設

共
産
党
O
商
店
街
整
備
の
成
功
例
と
失
敗
例

　
　
　
O
モ
デ
ル
商
店
街
づ
く
り

　
　
　
○
保
健
所
箏
業
の
拡
充

社
会
党
O
商
工
セ
ン
タ
ー
入
口
の
改
善

　
　
　
○
地
域
地
区
計
画
策
定
の
庄
民
参
加

　
　
　
○
過
酸
化
水
素
使
用
禁
止
の
指
導

民
社
党
O
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
工
夫

　
　
　
O
保
養
所
の
委
託
管
理
方
式
の
メ
リ
ッ
ト

　
　
　
O
農
地
保
全
の
方
策

無
・
社
民
ク
O
安
売
り
事
業
の
P
R
強
化

　
　
　
○
小
売
市
場
（
蜥
ぼ
胱
ン
）
使
用
料
の
適
正
化

　
　
　
O
地
域
地
区
計
画
策
定
の
見
通
し

福
祉
・
保
険
児
童
部
門

　
こ
れ
ま
で
、
毎
年
二
～
三
園
ず
つ
建
設
し
て
き

た
「
区
立
保
育
園
」
に
つ
い
て
、
各
会
派
か
ら
の

質
疑
が
集
中
し
た
。

　
「
保
育
園
総
経
費
は
区
予
算
の
何
％
を
占
め
て
い

る
か
」
、
「
今
後
ど
う
保
育
行
政
を
進
め
て
い
く
か
」

』
な
ど
、
基
本
的
肇
項
が
問
わ
れ
た
。
理
事
者
は
、

　
「
5
5
年
度
の
保
育
関
係
費
は
約
六
十
三
億
円
で
、

こ
れ
は
区
予
算
の
7
・
2
％
に
な
る
。
幼
児
数
が

年
ね
ん
減
っ
て
お
り
、
実
施
計
画
で
は
57
年
度
を

ピ
ー
ク
と
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

保
育
料
の
改
定
・
応
能
負
担
、
保
母
の
人
員
問
題

な
ど
、
ホ
ッ
ト
な
論
議
が
璽
ね
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
実
施
す
る
「
心
身
障
警
幼
児

の
育
成
相
談
」
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
実
態
と
増
設
計

画
、
新
し
く
移
管
さ
れ
た
福
祉
施
設
の
運
営
な
ど

も
た
だ
さ
れ
た
。

☆
そ
の
ほ
か
の
お
も
な
質
間
・
要
望

自
民
党
O
都
の
福
祉
施
策
に
対
す
る
区
の
考
え
方

　
　
　
O
身
障
者
の
歯
科
診
療
の
実
施

　
　
　
○
老
人
相
談
制
度
の
設
澱

公
明
党
〇
一
人
ぐ
ら
し
老
人
施
策
の
充
実

　
　
　
○
保
育
園
未
措
置
児
の
幼
稚
園
で
の
保
育

　
　
　
O
老
人
用
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
建
設

共
産
党
O
区
立
保
育
園
で
の
零
歳
児
保
育
拡
充

　
　
　
O
学
童
保
育
の
私
立
幼
稚
園
へ
の
委
託

　
　
　
O
高
齢
者
事
業
団
事
業
の
拡
充

社
会
党
O
国
際
障
害
者
年
へ
の
取
組
み
姿
勢

　
　
　
O
障
害
者
の
「
町
づ
く
り
要
綱
」
作
成

　
　
　
O
病
児
保
育
の
実
施

民
社
党
○
貸
付
融
資
返
還
金
の
回
収
努
力

　
　
　
O
心
身
障
害
者
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
計
画

無
・
社
民
ク
O
福
祉
に
対
す
る
区
の
考
え
方

　
　
　
○
児
童
館
の
職
員
配
置
の
あ
り
方

「
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
区
民
の

大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に
、
一
日
も
早
く
町
づ

く
り
に
取
り
組
め
」
と
い
う
議
論
が
、
全
会
派
か

ら
要
望
さ
れ
た
。

　
防
災
対
策
と
し
て
は
、
「
防
災
道
路
づ
く
り
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
」
、
「
防
災
標
識
を
き
ち
ん
と

取
り
付
け
よ
」
、
「
防
災
の
た
め
の
職
員
の
泊
り
込

み
体
制
を
…
」
な
ど
、
多
数
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
区
側
は
、
「
道
路
整
備
に
力
を
入
れ

て
い
く
。
標
識
は
都
で
取
り
付
け
て
い
る
が
、
区

独
自
で
計
画
を
立
て
、
56
年
度
に
は
実
施
し
た
い
。

職
員
の
配
備
体
制
に
も
万
全
を
期
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
づ
く
り
の
面
か
ら
は
、
緑
化
対
策

な
ど
生
活
環
境
の
整
備
、
都
市
計
画
道
路
の
住
民

へ
の
P
R
、
再
開
発
事
業
へ
の
取
組
み
な
ど
が
議

論
さ
れ
た
。
理
事
者
は
、
「
実
施
計
画
に
基
づ
い
て

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。
貝
体
的
に
は
、
災
害

危
険
地
域
（
北
沢
・
太
子
堂
地
区
）
の
整
備
調
査
、

み
ど
り
と
み
ず
の
計
画
の
実
施
、
区
圃
整
理
の
基

盤
調
査
、
ド
水
道
の
促
進
な
ど
に
重
点
を
置
い
て

い
く
」
と
、
積
極
的
な
取
組
み
姿
勢
を
．
小
し
た
。

☆
そ
の
ほ
か
の
お
も
な
質
間
・
要
望

自
民
党
○
私
鉄
の
踏
切
の
凱
体
化

　
　
　
○
下
水
道
受
託
額
が
他
区
よ
り
少
い
理
由

　
　
　
○
公
共
溝
渠
の
維
持
管
理

　
　
　
○
消
火
器
の
配
備
な
ど
各
種
防
災
対
策

公
明
党
O
何
リ
ン
合
成
洗
剤
の
追
放

　
　
　
0
不
燃
化
建
築
物
へ
の
取
組
み

　
　
　
0
等
々
力
灘
谷
の
改
修
計
圃

共
産
党
O
新
E
川
線
沿
線
の
白
転
噴
置
場
の
設
置

　
　
　
O
都
市
計
画
道
路
鵬
号
線
の
公
聴
会
開
催

　
　
　
○
下
水
道
未
使
用
家
庭
の
料
金
の
徴
収

社
会
党
O
「
世
田
谷
区
地
盤
図
」
の
年
成

　
　
　
O
緑
被
率
の
定
期
調
査
と
緑
化
目
漂

　
　
　
○
建
築
基
準
法
上
の
道
路
の
行
政
指
導

民
社
党
0
遊
び
場
の
維
持
管
理

　
　
　
○
自
転
申
置
場
の
二
層
化

　
　
　
0
市
民
消
火
隊
へ
の
区
の
協
力

無
・
社
民
ク
0
旧
徳
川
邸
跡
地
の
緑
化
指
糠

　
　
　
O
下
水
道
工
事
後
の
私
道
舗
装

　
　
　
○
土
木
出
張
所
の
効
率
的
運
営

善
灘
ぐ
つ
て

　
世
田
谷
区
の
「
教
育
購
本
方
針
」
と
、
5
5
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
る
小
学
校
の
「
新
教
育
課
程
」
の

進
め
方
が
た
だ
さ
れ
た
．

　
教
育
長
は
、
「
教
師
が
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
適

性
を
見
出
し
、
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
だ
。

新
指
楳
要
領
の
。
ゆ
と
り
”
は
、
そ
の
手
段
で
あ

り
、
全
体
的
な
問
題
と
考
え
て
、
”
ま
ず
子
ど
も
に

目
を
向
け
よ
”
と
指
導
し
て
い
く
」
と
友
明
し
た
。

ま
た
、
「
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に
ま
か

せ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
研
究
し
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
。

　
最
近
、
目
だ
っ
て
い
る
青
少
年
の
「
非
行
化
問

題
」
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
区
の
実
態
が
求
め
ら
れ

た
。
委
員
か
ら
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
族
で

の
「
生
活
指
導
」
を
も
っ
と
望
む
毒
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
学
校
開
放
に
伴
う
諸
問
題
や
社
会

教
育
委
員
の
選
任
方
法
な
ど
も
提
起
さ
れ
た
。

れこれ防し

0
0
0
0

o

蟻
一 実病

興ツスボ

○

L』

備

　
☆
そ
の
ほ
か
の
お
も
な
質
間
・
要
望

自
民
党
○

「
道
徳
教
育
」
の
指
導
方
法

　
　
　
O
学
佼
事
故
の
応
急
体
制

　
　
　
○
幼
稚
園
の
保
育
時
間
の
延
艮

　
　
　
の
ス
ボ
ー
ツ
の
振
興

　
　
　
○
屋
外
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
冬
期
使
用

公
明
党
○
教
育
施
設
の
多
目
的
利
用

　
　
　
∩
）
学
校
警
備
員
の
役
割

　
　
　
○
学
校
開
放
の
独
占
使
用
の
禁
止

　
　
　
○
学
校
開
放
の
た
め
の
設
備
づ
く
り

共
産
党
○
訪
問
教
育
相
談
の
充
実

　
　
　
○
「
教
育
相
談
実
例
築
」
の
作
成

　
　
　
○
学
検
農
園
づ
く
り

　
　
　
O
ラ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
活
用

社
会
党
○
塾
通
い
で
休
学
し
て
い
る
児
童
の
有
無

　
　
　
○
ゆ
と
り
教
育
の
モ
デ
ル
校
の
内
容
調
査

　
　
　
○
自
動
卓
図
書
館
の
拡
充

　
　
　
O
「
4
0
人
学
級
」
へ
の
取
り
組
み

民
社
党
○
教
育
セ
ン
タ
ー
の
構
想

　
　
　
○
学
校
緑
化
計
画

　
　
　
○
”
福
祉
教
育
”
の
実
態
と
拡
充

舞
社
民
ク
○
「
教
育
基
本
方
針
」
の
確
立

　
　
　
○
中
学
生
の
「
狂
．
召
教
室
」
実
施

　
　
　
○
社
会
教
育
委
員
の
女
性
選
任
へ
の
努
力

　　階期

o

薗
　
　
㊥

　
　
　
　
　
㊤
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会

　
議
案
を
よ
り
く
わ
し
く
審
議
し
、
会
議
を
能

率
的
に
運
ぶ
た
め
、
区
議
会
で
は
「
委
員
会
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
に
は
、
常
置
さ
れ
る
「
常
任
委
員
会
」

と
必
要
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
る
「
特
別
委
員
会
」

が
あ
り
ま
す
。
現
庄
、
区
の
組
織
に
合
わ
せ
て

五
つ
の
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
議
員
は
必

ず
一
つ
の
委
員
と
な
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
委
員
会
に
は
下
記
の

よ
う
な
三
つ
の
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
弄
算
や
決
算
だ
け
を
審
議
す
る
特

別
委
員
会
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　　　　r；一』’
　　　　　し
　　　　，c
　　　　　デ　　　　t事
　　　　　←　　　　 　F』
　　　　1　戸→　　　　

レ～

　　　　　ド　　や　　ヨ』一　　　パと z一
「一馴

、置墨類＼

r柔ミニ麹

　
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

常
任
委
員
会

O
企
画
総
務
委
員
会

O
区
民
衛
生
委
員
会

O
厚
生
委
員
会

○
環
境
建
設
委
員
会

O
文
教
委
員
会

特
別
委
員
会

O
交
通
対
策
委
員
会

O
特
別
区
制
調
査
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

O
下
水
道
促
進
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
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嚢下論

「
地
方
の
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い

区
政
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
自
由
民
主
党
ー

　
八
O
年
代
は
「
地
方
の
時
代
」
と
い
わ
れ
て
い

る
。
世
田
谷
区
政
も
、
こ
の
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い

充
実
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
、
区
政
の

指
針
は
、
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
、
公

共
施
設
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
に
あ
る
。
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
施
策
の
優
先
順
位
を
配
慮
し
、

創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
従
来
以
ヒ
に
効
率
的
な

財
政
運
営
を
は
か
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
区
民
の
信
頼
を
高
め
て
い
く
に
は
、
予
算
執
行

の
適
正
化
に
努
め
、
能
率
的
な
行
政
運
営
に
徹
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
人
件
費
に
つ
い
て

は
一
層
シ
ビ
ア
に
洗
い
直
せ
。
今
回
、
圧
卜
名
の

人
員
削
減
を
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
新
規
採

用
者
の
減
に
も
努
め
て
い
け
．
．
給
与
水
準
、
定
年

制
、
退
職
金
の
あ
り
方
を
再
検
討
せ
よ
。
ま
た
、

組
織
改
正
は
、
基
本
計
画
貝
体
化
の
た
め
の
へ
口
理

的
な
も
の
と
し
て
い
け
．
行
政
運
営
に
は
コ
ス
ト

意
識
を
深
め
、
執
行
体
制
の
強
化
、
機
構
の
簡
素

化
、
へ
口
理
化
、
弊
業
の
委
託
方
式
な
ど
を
検
討
し
、

可
能
な
限
り
ぜ
い
肉
を
落
と
し
て
い
く
よ
う
．
要
望

す
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
努
力
の
意
識
を
、
理
事

者
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
に
も
徹
底
し
て
い
け
。

　
財
源
の
確
保
が
不
レ
分
な
状
況
に
あ
る
。
都
区

財
政
調
整
制
度
、
超
過
負
担
の
問
題
、
地
方
交
付

税
の
都
区
合
算
方
式
な
ど
の
再
検
討
を
行
い
、
税

　　　　　　剛：一’

財
政
制
度
の
改
革
を
推
進
せ
よ
、

　
社
会
福
概
や
教
育
の
．
面
で
は
、
老
人
禰
祉
施
策

へ
の
意
欲
的
な
取
組
み
、
心
身
障
害
者
施
設
の
拡

充
と
施
策
の
公
平
化
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の
あ
り

方
の
見
直
し
、
学
壁
ク
ラ
ブ
の
増
設
計
画
の
見
直

し
、
学
校
教
育
・
礼
会
教
育
の
充
実
、
を
望
む
，
さ

ら
に
、
社
会
教
育
施
設
の
運
用
方
法
も
改
善
せ
よ
、
、

　
役
資
的
経
費
が
漸
減
傾
向
に
あ
る
の
は
問
題
だ

世
田
谷
の
街
区
は
無
秩
序
で
あ
り
、
生
活
環
境
、

防
災
上
か
ら
早
急
な
対
簾
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、

公
共
用
地
を
確
保
す
る
に
は
、
L
地
評
価
額
の
見

直
し
も
必
要
だ
．
都
市
整
備
公
往
を
活
用
し
、
区

民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
整
、
備
を
行
え
．
計
．
画
道
路
の

建
設
を
促
進
し
、
鳥
山
駅
前
道
路
、
区
内
を
南
北

に
通
じ
る
道
路
の
実
現
に
、
精
力
的
に
取
り
組
め

特
に
、
集
中
的
に
施
設
が
建
設
さ
れ
る
地
．
区
は
、

街
路
を
計
画
的
に
策
定
し
、
自
転
車
置
場
も
設
置

し
て
ほ
し
い
，
防
災
関
連
事
業
も
、
こ
れ
ら
の
計

画
と
あ
わ
せ
て
早
期
に
進
め
る
よ
う
望
む
　
ま
た
、

卜
水
道
促
進
を
、
L
地
区
画
整
理
レ
定
地
域
に
も

実
施
し
て
い
け
。

　
以
上
の
事
項
、
に
ト
分
留
意
し
、
限
ら
れ
た
財
源

を
、
区
民
．
要
望
や
緊
急
度
を
杉
え
て
、
臼
効
、
魎

切
に
運
旧
し
て
い
く
よ
う
、
あ
ら
た
め
て
強
く
．
要

望
し
て
、
餐
予
算
に
貨
成
す
る

畷

1峰
　1、7

多
様
化
す
る
区
民
の
二
i
ズ
に

積
極
的
に
応
え
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
公
明
党
ー

　
八
、
、
、
年
代
の
幕
開
け
を
迎
え
、
本
年
度
予
算
は
、

世
出
谷
区
に
と
っ
て
本
格
的
な
「
地
方
の
時
代
」

に
対
応
す
る
た
め
の
屯
大
な
意
昧
を
も
っ
て
い
る
、

　
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
で
、
国
や
郡
が
緊

縮
予
算
を
組
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

区
は
、
多
様
化
す
る
区
民
の
二
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
精
査
し
つ
く
し
た
積
極
的
な
予
算
を
編
成
で

き
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
．

　
し
か
し
、
深
刻
な
危
機
に
陥
っ
て
い
る
都
財
政

に
よ
る
圧
迫
は
、
直
接
当
区
に
降
り
か
か
っ
て
き

て
い
る
．
特
に
、
国
保
を
は
じ
め
ト
四
事
業
の
都

区
財
政
調
整
へ
の
振
替
え
は
、
調
整
率
が
従
来
ど

お
り
44
％
の
ま
ま
で
は
納
得
で
き
な
い

都
が
率

を
変
え
ず
に
都
区
問
の
事
務
壁
の
再
検
討
を
求
め

て
き
た
こ
と
は
、
財
調
制
度
の
存
在
意
義
を
根
底

か
ら
杉
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

　
今
後
の
行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点

に
ト
分
留
意
さ
れ
た
い
、

「
実
施
計
画
」
の
実
現
に
は
約
四
で
億
円
の
経
費

が
必
婆
だ
が
、
そ
の
財
源
確
保
に
力
を
人
れ
、
同

時
に
、
効
率
的
に
計
画
を
達
戊
す
る
た
め
、
経
費

節
減
に
努
力
せ
よ
　
ま
た
、
簡
素
で
区
民
の
納
経

の
い
く
よ
う
な
財
政
運
営
を
心
が
け
よ
，
区
民
の

支
払
っ
た
税
金
が
財
源
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

区
民
に
進
和
感
を
抱
か
れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
，

毒
い

・
欝
、

．
墾

煮協
幽読

蜘

｝」　継．
〔取り上けbれだ、）写賞二下北P駿信近

．・／

　　　　i’～

智『‘　’㌧
　　　ノ・．。乳

　
地
域
行
政
推
進
本
部
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
ヒ

の
た
め
の
多
角
的
な
検
討
を
行
い
、
計
画
実
現
の

、
翼
を
担
え
，

　
人
間
尊
重
の
見
地
か
ら
、
社
会
的
に
弱
い
藍
場

に
あ
る
人
を
温
か
く
保
護
す
る
こ
と
が
必
．
要
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
負
担
で
き
る
能
力
に
応
じ
た
責

任
の
分
担
を
は
か
っ
て
社
会
的
不
公
配
を
是
正
せ

よ
、
「
応
能
」
が
配
し
く
機
能
す
れ
ば
「
公
眠
」
と

い
う
結
果
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ

　
以
L
に
述
べ
た
基
本
的
な
姿
勢
に
江
っ
て
、
次

の
事
項
に
積
嵌
的
に
取
り
組
め

O
来
年
の
「
国
際
障
害
者
年
」
に
は
甜
極
的
な
姿

勢
で
対
応
せ
よ

○
自
然
保
護
、
人
命
尊
屯
の
暖
場
に
立
っ
て
、
区

と
区
民
が
．
体
と
な
り
、
世
田
谷
区
か
ら
「
有
リ

ン
洗
削
」
を
追
放
せ
よ

○
限
ら
れ
た
資
源
を
育
効
に
利
旧
す
る
た
め
に
、

節
約
と
資
源
の
再
利
旧
を
心
が
け
よ
，

○
太
陽
熱
な
ど
汚
染
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
i
源
の
樟

人
を
積
極
的
に
行
え

の
り
ヘ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
確
ヴ
．
と
そ
の
施

策
の
、
拡
充
を
．
刻
ち
早
く
実
現
せ
よ

○
都
市
整
備
公
社
の
ス
欠
ー
ト
に
あ
た
り
、
「
町
づ

！
・
り
」
の
た
め
に
万
金
の
体
制
を
確
曙
し
て
、
成

果
の
L
が
る
運
営
を
心
が
け
よ
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r
一
、
一

国
や
都
の
”
福
祉
切
捨
て
”
か
ら

区
民
の
生
活
を
ま
も
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
日
本
共
産
党
ー

　
5
5
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、
賛
成
の
ヴ
場
か
ら

意
見
と
要
望
を
述
べ
る
。

　
国
の
55
年
度
予
算
は
、
幅
祉
の
切
り
捨
て
、
公

共
料
金
値
L
げ
、
増
税
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
も

の
で
、
将
火
の
福
祉
の
金
面
的
見
直
し
を
前
提
と

し
て
い
る
、

．

不
公
平
税
制
や
大
企
業
本
位
の
政
策

に
は
手
を
っ
け
ず
、
自
治
体
へ
の
支
出
は
厳
し
く

抑
制
し
て
い
る
．
．

　
、
方
、
郡
政
に
お
い
て
も
、
障
害
児
卒
業
記
念

品
費
の
支
給
制
限
や
大
幅
な
都
職
員
の
削
減
な
ど

が
な
さ
れ
、
”
幅
祉
の
心
”
や
”
ゆ
と
り
あ
る
教
育
”

は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
　
ま
た
、
　
国
保
交
付
金

の
都
区
財
政
調
整
組
み
人
れ
に
よ
っ
て
、
区
の
財

政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

　
こ
う
し
た
巾
で
、
く
ら
し
を
守
る
た
め
の
区
民

の
．
要
望
や
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
今
回
の

重
算
案
は
、
障
害
幼
児
育
成
柑
談
の
開
始
、
私
甑

幼
稚
園
児
の
父
母
負
担
の
軽
減
、
生
鮮
．
．
．
品
安
売

り
事
業
の
拡
充
な
ど
、
区
民
の
願
い
に
応
え
た
も

の
と
し
て
評
価
す
る

　
以
ド
、
へ
，
後
の
要
望
を
述
べ
て
お
く
、

　
福
祉
行
政
で
は
、
低
年
齢
児
の
保
育
園
措
置
率

キ
．
向
上
す
る
た
め
に
、
年
齢
別
の
定
員
を
見
直
せ

や
む
を
得
ず
私
曙
へ
委
託
す
る
場
合
は
、
”
安
ヒ
り

行
政
”
を
考
え
る
な
　
都
の
保
育
料
兄
直
し
に
よ

る
臼
治
体
や
区
民
の
負
担
増
を
許
さ
ず
、
国
へ
の

改
善
要
求
を
強
め
よ
　
生
活
実
習
所
は
、
定
員
ま

で
利
用
を
広
げ
よ

　
保
健
セ
ン
女
ー
の
弄
算
の
巾
で
、
人
件
費
が
3
3

％
を
⊆
λ
て
い
る
、
表
便
用
の
医
療
機
器
も
放
趾

さ
れ
た
ま
ま
だ

早
急
に
運
営
方
法
を
改
善
せ
よ
。

　
行
財
政
の
効
率
的
運
営
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、

単
に
経
費
の
．
面
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
公

共
性
や
そ
の
効
果
を
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
枠
の
中
で
、
福
祉
見
直
し

を
論
じ
る
こ
と
は
誤
り
だ
、

　
都
市
整
備
公
社
で
は
、
多
額
の
事
業
資
金
が
運

用
さ
れ
る
が
、
住
民
に
計
画
の
内
容
を
正
し
く
伝

え
、
民
セ
的
に
進
め
る
よ
う
吊
望
す
る
、
都
甫
計

画
道
路
の
住
民
説
明
会
は
、
都
の
方
法
だ
け
で
は

住
民
の
意
向
が
ト
分
に
．
反
映
で
き
な
い
．
。
区
で
補

う
な
ど
、
区
も
独
自
に
努
力
し
て
ほ
し
い
、

　
今
日
、
児
壁
・
冴
少
年
問
題
は
大
変
深
刻
だ
。

教
育
委
員
会
は
こ
れ
を
ト
分

識
し
て
、
積
極
的

に
行
政
を
進
め
よ

　
最
後
に
、
国
保
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
次
の
点

を
改
め
て
．
要
望
す
る
　

山
全
額
公
費
負
担
に
よ
る

老
人
保
健
医
療
制
度
の
創
設
。
②
国
の
国
保
事
業

に
対
す
る
．
下
卜
分
な
財
政
措
置
の
是
正
、
③
不
合

理
な
薬
剤
費
の
尼
臣

21

世
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．
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区
議
・
区
長
な
ど
の
報
酬
・
給
与
を
改
定

見れう会
をたにL2出　　’の月
づ』？軽［×〔．聖こヒ15

こ、義1義見ll
と会・をに
にはレ〈’受Hl
な　’長けさ
つ毎等てれ
て年の’た
い　一報今r
る回酬定特
　　　・例別
　必給会1臓
　一・野与て…・・躍

　レくカf別酬l
　！、丸改長等
　に定の？瞬
　、感、さよ【義

す
る
こ
ヒ
ヒ
し
た

　
特
別
区
人
事
委
員
会
の
．
般
職
へ
の
勧
告
、
物

価
の
L
昇
、
．
区
の
財
政
事
清
や
特
殊
性
を
杉
え
て

審
、
議
を
亜
ね
た
　
そ
の
結
果
、
特
別
職
等
の
給
与

な
ど
は
、
．
区
の
．
般
職
給
与
の
．
平
均
ア
ッ
フ
率
3
。
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特
別
区
人
事
委
員
会
の
．
般
職
へ
の
働
告
、
物

価
の
L
昇
、
k
の
財
政
事
情
や
特
殊
性
を
考
え
て

審
議
を
屯
。
ね
た
　
そ
の
結
果
、
特
別
職
等
の
給
与

な
ど
は
、
区
の
、
般
職
給
与
の
．
平
均
ア
ヅ
フ
率
3
。

99

も
を
さ
ら
に
圧
縮
し
た
平
均
3
・
62
％
引
き
L

げ
る
こ
ヒ
が
妥
当
で
あ
る
　
こ
の
改
定
は
速
や
か

に
実
、
現
を
は
か
ら
れ
た
い
」

な
お
、
こ
の
議
案
を
審
”
歳
し
た
企
．
画
総
務
委
員

会
で
は
、
「
同
じ
年
度
内
に
、
．
．
回
も
改
定
を
行
う

こ
と
に
は
貸
噛
で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た

報酬・ 給与月額改定表

区　　　分 現行額 改定額 引上率

L、丘　　　　長 6112『け川 l ll23『け⇔叩1 ．19～ワ

区 副　　、鹸　上ご 507¶け⇔U 5251P⇔ll 3．55

議 養　　員　k 12呂10110 艮3，1川 3．50

会 副　委員　長 405100⇔ 422『り⇔o 4．2け

、、氏　　　　貝 1二92，1川 107『OOO ，1．83

三
1く　　　　1ご 7551Pllo 780，u⇔o 3．31

助　　　　没 ll⇔2『けりい 623噺⇔oo ．19

役
収　　’＼　没 5117㍗1旧o 5コ5噂o田1 、～．55

教
育
委　　員　長 196『11し旧 20211脚 3．ub

委 委　　　　け 11，1『0けけ 16⇔『1川 11．89

員
会 教　　1ゴ　長

5117亀lloけ 525，Uし旧 ，1．55

監 代　表　委　員 2181Uし即 22570011 　P，1．br

査
委

生ll、，計9i擾け 196ヤ川） 202辱し旧O ，1．りb

員 、、1雛硫川撤1 115，1旧o 118り1脚 2．61

選 委　員　長 196『いUO 202，00け 見1．けり

管 委　　　　貝 143『ol川 111U『oUけ 11．89

農
業
ム　　　　長 33¶Ooけ 3illll）い ，う．03

委 湊　　　　員 17り1泊P 1δ層3Ul） 3．98

区、、轟二読ムヒう・招潤係1、
目11

5『21川

哨
、
）
¶ 500 5．77

住
民
参
加
を
基
調
に
し
た

区
政
運
営
を

　
世
田
谷
区
の
当
初
弄
算
も
総
額
．
モ
㍍
円
を
こ

え
た
。
予
算
内
容
を
み
る
と
、
．
般
会
訓
の
伸
び

率
も
高
く
、
、
区
税
も
比
較
的
順
調
に
伸
び
、
歳
出

の
構
成
比
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
．
施
策
．
面

で
も
、
重
点
的
な
予
算
配
分
を
行
な
っ
て
い
る
こ

と
を
評
価
す
る
．

　
し
か
し
、
鈴
木
都
政
は
減
壁
経
営
に
徹
し
、
都

区
一
体
と
い
う
中
で
都
の
饅
位
性
を
は
か
り
、
都

民
や
区
甫
町
村
に
犠
牲
を
強
い
て
い
る
，
55
年
度

の
都
区
財
政
調
整
で
は
、
国
保
調
整
交
付
金
や
福

祉
関
係
の
補
助
事
業
な
ど
が
含
ま
れ
、
区
は
、
今

後
物
騰
分
や
経
常
経
費
の
自
然
増
に
対
処
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
匿
田
谷
区
の
場
合

は
、
5
5
年
度
は
ト
κ
億
円
く
ら
い
の
増
と
な
り
、

当
面
は
心
配
な
い
が
、
今
後
は
保
障
で
き
な
い
。

区
長
は
区
の
自
主
性
や
自
治
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ

う
、
都
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
け
。

　
次
に
、
今
後
の
区
政
運
営
に
対
し
貝
体
的
な
意

見
を
述
べ
た
い
。

　
都
市
整
備
公
往
は
、
今
後
莫
人
な
資
金
と
仕
事

量
を
抱
え
て
運
営
さ
れ
る
の
で
、
汚
職
な
ど
な
い

よ
う
チ
ェ
ッ
ク
を
厳
し
く
行
え
．
住
民
参
加
の
手

法
も
取
り
人
れ
、
区
民
の
声
を
反
映
し
た
民
主
的

な
運
営
を
行
え
。

　
保
育
の
未
措
置
児
数
が
、
看
名
を
割
っ
た
と
は

　
　
　
　
　
　
　
1
日
本
社
会
党
1

い
え
、
ま
だ
需
要
は
り
く
保
育
園
は
不
足
し
て
い

る

適
正
配
置
を
心
が
け
増
設
せ
よ
　
学
重
ク
ラ

ブ
も
地
城
の
バ
ラ
ン
ス
を
沓
．
え
増
設
さ
れ
た
い

　
来
年
は
「
国
際
障
害
者
年
」
で
あ
り
、
障
害
者

で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
な
い
町
づ
く
り
に
取
り

組
め

ま
ず
、
「
障
害
茜
の
町
づ
く
り
指
導
要
綱
」

を
作
成
せ
よ

ま
た
、
「
心
身
障
害
幼
児
育
戊
セ
ン

タ
i
」
の
．
日
も
早
い
発
足
を
望
む

　
緑
の
現
在
量
を
旺
確
に
把
握
し
、
緑
の
マ
ス
女

i
フ
ラ
ン
の
作
成
を
。
防
災
無
線
計
岡
で
は
機
器

の
改
誇
に
努
力
せ
よ
．
夜
問
の
常
駐
体
制
の
整
備
、

公
共
施
設
の
耐
震
性
調
査
．
、
区
内
の
地
盤
地
図
づ

く
り
を
行
え
。

　
文
部
省
が
4
月
か
ら
実
施
す
る
「
ゆ
と
り
の
時

間
」
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、
先
生
∴
又
母
・
子

ど
も
の
連
携
を
ト
分
は
か
れ
．
κ
段
階
評
価
を
見

直
し
、
小
学
校
で
は
現
実
、
的
な
成
績
評
価
を
検
討

せ
よ
。
社
会
教
育
委
員
の
選
挙
に
対
し
、
区
は
公

卍
な
立
場
で
援
助
し
て
は
ど
う
か
、

　
区
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

検
診
事
業
の
見
直
し
を
は
か
れ
、
フ
ッ
素
塗
伍
は

再
考
せ
よ
．
過
酸
化
水
素
使
用
も
ト
分
監
視
せ
よ
，

　
以
上
、
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
効
果
的
な

執
行
と
、
住
民
参
加
を
仁
、
．
調
に
し
た
区
政
運
営
を

心
が
け
よ
．

　F》レ
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自
治
・
参
加
・
分
権
を
強
化
し

区
民
要
望
に
応
え
て
い
け
1
民
社
党
1

　
八

年
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
左
事
な
年
に
、
世

界
は
政
治
の
不
安
と
第
．
一
次
．
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
不
況
と
イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
資
源

の
乏
し
い
わ
が
旧
も
例
外
で
は
な
い
、
こ
う
し
た

社
会
情
勢
を
背
景
に
、
政
府
は
膨
大
な
赤
字
国
債

の
解
消
に
よ
う
や
く
腰
を
上
げ
、
東
京
郡
も
財
政

の
立
て
直
し
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

　
わ
が
党
は
、
こ
の
よ
う
な
区
政
を
と
り
ま
く
諸

情
勢
を
的
確
に
把
握
し
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
区

民
要
、
求
の
実
、
現
と
あ
わ
せ
、
行
政
の
体
質
改
善
、

区
民
の
た
め
の
区
役
所
と
は
何
か
を
、
55
年
度
予

算
案
の
番
議
を
通
じ
て
、
質
疑
や
貝
体
的
な
提
案

左
積
極
的
に
行
な
っ
て
き
た
．

　
従
っ
て
、
重
算
案
に
賃
成
す
る
藍
場
か
ら
特
に

留
慧
す
べ
き
事
項
を
指
摘
し
て
い
く
。

　
ま
ず
、
財
源
の
見
直
し
に
は
、
視
点
を
変
え
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
。
区
内
に
居
住
し
な
が

ら
住
民
登
録
を
し
な
い
人
か
ら
も
区
民
税
を
徴
収

し
て
い
く
こ
と
、
電
話
柱
に
も
道
路
占
用
料
を
課

せ
る
よ
う
に
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
、
都
市
計
画

税
の
区
へ
の
配
分
を
実
、
現
す
る
こ
と
な
ど
、
新
た

な
財
源
の
掘
り
起
こ
し
に
も
工
夫
を
こ
ら
せ
．

　
来
年
は
、
「
国
際
障
害
茜
年
」
だ
。
少
な
く
と
も

今
年
は
、
福
祉
の
た
め
の
実
、
施
政
策
の
柱
は
打
ち

出
し
て
い
け
．
障
害
者
の
た
め
に
、
吊
望
の
強
い

歯
科
診
療
の
実
現
、
．
屈
用
の
促
進
、
臣
確
な
実
態

の
把
握
な
ど
、
き
め
細
か
く
対
簾
を
進
め
よ
．
今

年
度
開
所
F
宛
の
精
薄
福
祉
施
設
の
運
営
に
は
、

父
母
の
意
見
を
取
り
ぺ
れ
る
な
ど
、
慎
亜
を
期
せ
．

　
区
画
整
理
予
定
地
域
内
に
も
．
卜
水
道
が
敷
設
で

き
る
よ
う
早
急
に
問
題
点
を
解
決
し
、
、
日
も
早

い
区
内
全
域
へ
の
普
及
に
金
力
を
注
げ
、

　
そ
の
ほ
か
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
対
し
、
現
実
、
的
な
視
野
に
就
っ
た
防
災
計
．
画
の

就
案
と
実
、
行
、
整
理
統
へ
目
な
ど
区
民
施
設
の
見
直

し
と
、
施
設
の
効
率
的
な
利
用
の
促
進
．
次
代
を

担
う
占
少
年
の
抜
衣
的
な
非
行
化
防
止
策
な
ど
、

口
常
の
区
政
運
営
に
は
、
創
意
L
夫
を
心
が
け
よ
．

　
い
ま
行
政
に
と
っ
て
最
大
の
欠
陥
は
、
タ
テ
割

り
行
政
に
あ
る
、
住
民
か
ら
科
学
的
な
行
政
の
推

進
が
求
め
ら
れ
る
の
も
そ
こ
か
ら
き
て
い
る
、
わ

が
党
は
、
タ
テ
割
り
行
政
の
欠
陥
を
是
臣
す
る
た

め
、
従
来
か
ら
調
整
機
能
ー
コ
ー
デ
で
ネ
ー
タ
ー

制
度
の
新
設
を
強
く
セ
張
し
て
き
た
、
こ
の
制
度

の
目
的
を
虚
し
く
理
解
し
、
住
民
要
望
に
即
応
で

き
る
体
制
を
直
ち
に
確
ヴ
す
べ
き
だ
．

　
以
L
、
指
摘
し
て
き
た
こ
と
は
、
白
治
と
参
加

お
よ
ぴ
分
権
の
強
化
の
実
、
現
が
目
標
で
あ
る
こ
と

を
特
に
銘
記
し
、
新
し
い
感
覚
で
今
後
の
行
政
運

営
に
あ
た
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
．
要
望
す
る
．

　
ま
ず
第
．
に
、
「
財
源
の
確
保
」
に
．
層
の
努
力

を
望
む
　
現
伍
、
公
共
料
金
の
値
L
げ
と
と
ち
に
、

　
「
々
バ
コ
」
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る

そ

の
た
め
、
”
節
煙
運
動
”
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
結

果
、
区
税
で
あ
る
「
欠
バ
コ
消
費
税
」
の
減
収
が

朋
ら
か
だ
　
そ
の
対
策
を
今
か
ら
ト
分
に
曙
て
て

お
け

未
知
数
の
事
業
に

積
極
的
に
チ
ャ
、
レ
ン
ジ
を
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区
民
．
要
望
に
応
え
て
い
く
に
は
、
起
債
（
借
金
）

を
活
用
す
べ
き
だ
　
こ
の
際
、
区
民
か
ら
の
「
公

募
債
」
を
暫
．
え
て
は
ど
う
か
、
そ
う
す
れ
ば
、
区

民
の
区
政
に
対
す
る
認
識
も
高
ま
り
、
．
、
．
右
、
。
烏
”

に
も
な
る
、
ま
た
、
．
区
の
保
管
し
て
い
る
現
金
は
、

利
息
の
最
も
よ
い
預
金
を
行
い
、
大
切
な
区
税
を

少
し
で
も
区
民
の
た
め
に
使
う
よ
う
心
が
け
よ
，

　
．
区
民
施
設
を
利
用
す
る
人
に
は
、
せ
め
て
電
気
・

ガ
ス
代
程
度
は
負
担
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
鳥
山
区
民
セ
ン
タ
ー
が
、
開
設
し
て

問
も
な
い
の
に
す
ぐ
に
改
装
す
る
の
は
遺
憾
だ
．

ま
た
、
地
価
高
騰
の
中
で
、
区
の
施
設
が
．
平
屋

建
”
な
の
は
大
変
不
へ
目
理
だ
。
付
近
の
住
民
の
納

得
を
得
て
高
層
化
を
は
か
り
、
少
し
で
も
区
民
施

設
を
ふ
や
し
て
い
け
。
使
用
料
に
つ
い
て
も
、
長

い
問
据
え
置
い
て
い
る
施
設
も
あ
る
の
で
改
定
を

検
討
せ
よ
。

　
仕
事
疑
に
見
八
口
っ
た
人
員
と
適
材
適
所
の
職
員

配
置
を
沓
．
え
よ
「
研
修
」
に
力
を
べ
れ
、
職
員
が

の
び
の
び
ヒ
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
も
留
意
さ
れ

た
い
　
子
ど
も
の
将
来
を
花
右
す
る
教
師
の
研
修

に
は
、
特
に
力
を
べ
れ
て
も
ら
い
た
い
、
区
長
は
、

教
育
委
員
を
選
任
す
る
だ
け
で
は
な
／
＼
常
に
連

携
を
保
ち
施
策
を
進
め
て
い
け

　
保
育
園
な
ど
に
べ
れ
な
い
子
ど
も
の
た
め
に
、

近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
タ
イ
ア
ッ
フ
を
酸
．
え
て

は
ど
う
か
　
お
年
寄
も
生
き
が
い
を
持
ち
、
貴
重

な
体
験
を
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
「
軽

費
老
人
ボ
ー
ム
」
を
区
内
に
、
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
も

ら
い
た
い
．
さ
ら
に
、
歩
進
ん
で
、
不
動
産
提
供

を
受
ぺ
れ
る
”
武
蔵
野
市
方
式
”
の
福
祉
対
策
も

検
討
さ
れ
た
い
。
「
盲
人
用
信
号
機
」
設
置
も
倹
討

せ
よ
　
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
の
早
期
完
成
を
心
が
け
よ
。

防
犯
灯
・
街
路
灯
管
理
も
、
元
化
せ
よ
。
道
路
埋
設

物
の
区
内
地
図
も
作
成
す
べ
き
だ
．
高
層
建
物
の
工

事
に
伴
う
苫
情
窓
口
も
一
本
化
し
、
各
種
貸
付
融
資

は
す
べ
て
区
民
の
声
課
で
受
け
付
け
て
は
ど
う
か
。

　
5
5
年
度
予
算
に
は
賛
成
す
る
が
、
施
策
を
進
め

て
い
く
巾
で
、
「
福
祉
切
り
す
て
」
、
「
弱
者
へ
の
し

わ
よ
せ
」
は
絶
婦
に
す
る
な
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
っ
て
、
未
知
数
の
事
業
に
対
し
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
．
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区
政
運
営
の

基
本
姿
勢
を
問
う

1
自
由
民
主
党
ー

質
問
　
行
政
の
体
質
改
善
と
減
量
化
、
財
源
の
効

率
的
運
用
は
、
今
や
、
自
治
体
に
と
っ
て
最
大
の

課
題
だ
。
区
は
、
経
費
抑
制
の
内
部
努
力
を
ど
う

行
な
っ
て
い
る
の
か
。
保
育
料
、
使
用
料
を
再
検

討
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
公
平
を
期
せ
。
都
の
補

助
事
業
が
都
区
財
政
調
整
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
が
、

今
後
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。
実
施
計
画
を
実

現
す
る
た
め
の
財
源
確
保
は
大
丈
夫
か
。

区
長
　
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
全
事
務
事
業
の
見

直
し
と
人
員
増
の
抑
制
を
は
か
っ
て
き
た
。
保
育

料
の
ア
ッ
プ
は
慎
甫
に
検
討
し
た
い
。
使
用
料
は

近
い
う
ち
に
見
直
し
を
進
め
る
。
都
区
問
の
事
務

事
業
の
配
分
は
、
役
割
分
担
と
財
政
負
担
を
明
確

に
し
て
、
区
財
政
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。
実
施
計
画
の
財
源
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
確
保
に
努
め
る
。

質
間
　
住
民
参
加
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
区
政
運

営
に
主
体
性
が
な
く
な
っ
て
は
困
る
。
住
民
参
加

と
区
政
の
関
係
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

区
長
　
あ
く
ま
で
も
区
民
が
区
政
の
主
体
だ
。
区

民
に
、
夕
責
任
あ
る
参
加
”
を
求
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
区
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

質
間
　
寝
た
き
り
老
人
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
健

康
増
進
、
疾
病
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
総
合
的

な
保
健
体
制
を
確
立
せ
よ
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
（
一
時
保
護
）
も
拡
充
せ
よ
。

区
長
　
福
祉
総
合
計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
引
き
続
き
充
実
し
て
い
く
。

質
問
　
都
市
整
備
公
社
が
財
団
法
人
と
な
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。
適
切
な

指
導
を
し
、
放
漫
経
営
を
防
止
し
て
い
け
。

区
長
　
公
柱
は
、
区
の
基
本
方
針
や
指
示
を
受
け

て
事
業
の
執
行
に
あ
た
る
。
企
業
経
営
の
理
念
を

導
人
し
、
弾
力
的
、
効
率
的
な
運
営
を
は
か
る
、

質
問
　
職
員
に
民
問
の
厳
し
さ
を
体
験
さ
せ
、
意

識
改
革
に
努
め
よ
。

区
長
　
研
修
方
法
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
行
政
の
課

題
を
先
取
り
で
き
る
職
員
を
育
て
て
い
く
。

質
問
　
青
少
年
の
自
殺
が
増
加
し
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
愛
惰
あ
る
教
育
が
何
よ
り
も
重
．
要
だ
。

家
庭
と
の
連
携
を
密
に
し
て
指
導
し
て
い
く
。

行
財
政
運
営
の
充
実
で

区
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を

　
　
　
　
　
ー
公
明
党
ー

質
問
　
国
や
都
の
出
先
機
関
的
な
体
制
か
ら
脱
皮

し
、
独
自
性
の
あ
る
行
財
政
運
営
を
進
め
る
こ
と

が
区
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
都
は
、
補
助

対
象
事
業
な
ど
を
都
区
財
政
調
整
の
中
に
振
り
替

え
て
き
て
お
り
、
区
財
政
の
硬
直
化
が
心
配
さ
れ

る
。
区
長
は
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

移
管
さ
れ
た
福
祉
施
設
の
適
正
配
置
に
心
が
け
よ
。

都
市
計
圃
税
の
区
へ
の
移
譲
に
努
め
よ
。
実
施
計

画
は
、
し
っ
か
り
し
た
財
政
計
圃
の
も
と
に
行
え
。

区
長
・
助
役
　
従
来
か
ら
、
特
別
区
の
自
主
性
の

確
立
と
財
源
の
拡
充
を
強
く
訴
え
て
き
た
が
、
都

の
財
政
．
再
建
策
は
こ
れ
に
相
違
す
る
も
の
だ
。
都

区
の
事
務
配
分
の
適
正
化
、
財
政
負
担
の
明
確
化

を
求
め
て
い
く
。
福
祉
年
業
所
は
、
需
要
の
動
向

を
み
て
均
等
化
に
努
め
た
い
。
都
市
計
圃
税
は
、

区
へ
の
、
部
移
譲
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
。
実

施
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
源
確
保
を
は
か

っ
て
い
く
。

質
問
　
老
人
用
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
早
期
に
設
置

せ
よ
。
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
へ
の
施
策
で
は
、
対

象
の
基
準
を
見
直
し
て
き
め
細
か
く
行
え
。

区
長
　
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
設
置
は
、
民
間
の
協
力

を
求
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老

人
に
は
弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
園
民
年
金
特
例
納
付
の
貸
付
制
度
は
、
利

用
者
が
非
常
に
少
な
い
。
”
生
き
た
制
度
”
と
な
る

よ
う
貸
付
条
件
の
改
蕩
な
ど
、
対
策
を
講
じ
よ
。

区
長
　
年
金
相
談
な
ど
を
利
用
し
て
P
R
に
努
め
、

貸
付
制
度
の
十
分
な
活
用
を
は
か
っ
て
い
く
。

質
問
　
中
小
商
工
業
者
育
成
の
た
め
、
開
業
資
金

融
資
制
度
を
設
置
せ
よ
。
小
規
模
企
業
者
に
対
す

る
躯
業
費
金
の
融
資
限
度
額
を
引
き
上
げ
よ
。

区
長
　
開
設
融
資
制
度
の
設
置
は
倹
討
し
て
い
く
。

融
資
額
の
引
き
上
げ
は
返
済
面
な
ど
で
問
題
も
あ

る
の
で
、
よ
り
良
い
方
法
を
著
．
え
た
い
。

質
問
　
は
田
谷
郵
便
局
跡
地
の
払
ド
げ
は
、
そ
の

後
話
が
進
ん
で
い
る
か
。

区
長
　
強
力
に
折
衝
を
進
め
て
い
る
。

区
民
生
活
の
防
衛
に

一
層
の
努
力
を

　
　
　
ー
日
本
共
産
党
ー

質
問
　
政
府
の
大
企
業
本
位
の
政
策
や
物
価
の
急

上
昇
で
、
区
民
、
特
に
老
人
や
障
害
者
な
ど
社
会

的
に
弱
い
藍
場
に
あ
る
人
は
、
苫
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
区
民
生
活
を
守
る
決
意
を
示
せ
。

区
長
　
区
民
生
活
の
防
衛
と
向
上
に
努
力
す
る
。

物
価
対
策
と
し
て
、
朝
市
や
安
売
り
事
業
の
充
実

を
は
か
る
．
、
国
や
都
に
対
し
て
も
．
要
望
し
て
い
く

質
問
区
で
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
、

区
長
　
当
面
は
老
人
弊
用
住
宅
を
充
実
さ
せ
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
的
な
機
能
を
も
た
せ
て
い
き
た
い

質
問
　
来
年
は
「
国
際
障
害
者
年
」
だ
。
障
害
者

や
そ
の
、
尿
族
な
ど
と
話
し
合
う
場
を
継
続
的
に
も

ち
、
そ
の
”
生
の
毒
”
を
施
策
に
反
映
さ
せ
よ
。

区
長
　
関
係
者
や
付
識
者
と
相
談
し
て
、
意
義
の

あ
る
年
に
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

質
問
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
、
「
防
災
町
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
に
、
組
織
や
分
担
を
こ
え
て
、

職
員
の
議
論
の
場
を
つ
く
れ
。
都
市
問
題
に
精
通

し
た
職
員
の
養
成
に
も
努
め
よ
。

区
長
　
各
種
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
職
員
栢
互

の
議
論
を
行
な
っ
て
基
本
的
な
方
向
を
定
め
、
そ

の
上
で
各
施
策
を
実
施
し
て
い
る
、
都
市
整
備
公

社
と
の
タ
イ
ア
ッ
ブ
や
研
修
な
ど
で
人
材
の
養
成

に
あ
た
る
。

質
間
都
は
、
岡
保
調
整
交
付
金
や
各
種
補
助
金

を
都
区
財
政
調
整
制
度
に
組
み
人
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
都
の
赤
字
を
区
に
押
し
つ
け
て
き
て
い
る
。

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

区
長
　
55
年
度
か
ら
国
保
を
は
じ
め
ト
四
事
業
の

財
調
制
度
へ
の
組
人
れ
が
決
定
し
て
い
る
、
国
保

、
づ
ぞ

5月24日に下馬図露館がオーブンする。

みなさんの施哉として、大いに利用してほしいものだ

し
≧

．
鑛

謬胞

巴

に
関
し
て
、
都
は
、
当
初
百
億
円
を
組
み
ぺ
れ
る

予
定
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
六
卜
億
円
に
減
額
し
た
。

残
り
四
卜
億
円
に
つ
い
て
は
、
特
別
区
全
体
へ
の

影
響
が
大
き
い
の
で
、
都
が
責
任
を
も
っ
て
処
理

す
る
よ
う
区
長
会
な
ど
で
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

質
問
　
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
事
務
事
業
は
、
で
き

る
も
の
か
ら
磧
極
的
に
手
を
つ
け
て
い
け
．

区
長
　
移
管
事
業
の
中
で
、
施
設
が
な
い
も
の
や

区
独
自
で
実
、
施
可
能
な
も
の
か
ら
行
な
っ
て
い
く
。

〆

噸
、
都
の
減
量
経
営
路
線
に

購聞　
　
　
　
　
　
　
影
響
さ
れ
ず
に

認
f
．

　
　
　
　
　
　
　
基
本
計
画
を
実
現
せ
よ

　
　
　
　

∬

騨
　
占
本
社
会
党
－

質
問
　
鈴
木
都
政
は
、
発
、
濃
部
吊
新
都
政
が
築
い

た
住
民
衣
位
の
行
政
を
次
つ
ぎ
と
つ
ぶ
し
て
き
て

い
る
。
都
財
政
再
建
委
員
会
の
中
問
答
申
も
、
鈴

木
知
事
の
減
冠
経
営
路
線
を
一
層
明
確
に
し
た
も

の
で
あ
り
、
住
民
や
職
員
、
区
市
町
村
に
犠
牲
を

強
い
る
内
容
だ
、
一
方
特
別
区
は
、
「
財
源
獲
得
大

会
」
で
税
財
政
制
度
の
根
本
的
改
雄
を
訴
え
、
特

別
区
政
調
査
会
で
も
、
特
例
付
き
の
「
市
」
と
な

る
こ
と
を
答
申
し
て
い
る
、
．
都
は
こ
れ
ら
に
何
の

対
応
も
し
な
い
ば
か
り
か
、
都
区
財
政
調
整
に
都

の
補
助
事
業
を
組
み
人
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
区
の
財
政
と
自
E
性
に
影
響
を
お
よ
ぽ
し
、

基
本
計
画
の
実
現
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
、

鈴
木
都
政
と
対
崎
し
て
い
け
。

区
長
　
財
政
危
機
の
克
服
の
た
め
に
は
、
都
区
が

一
体
と
な
っ
て
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
い
く
よ
う

努
力
し
た
い
，
区
民
福
祉
の
水
準
を
低
ド
さ
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
、
都
の
事
業
の
安
易
な
肩

が
わ
り
に
は
注
意
し
て
い
く
．
特
別
区
政
調
査
会

の
答
申
は
、
今
後
の
特
別
区
の
あ
り
方
の
指
針
と

し
て
い
き
た
い
　
実
施
計
画
は
、
あ
ら
ゆ
る
努
力

珊r一響
鷺

を
し
て
目
標
を
達
成
し
て
い
く
。

質
間
　
都
市
整
備
公
柱
の
、
財
団
法
人
と
し
て
の

認
可
条
件
は
何
か
。
開
発
事
業
の
資
金
調
達
の
方

法
を
示
せ
。
民
岡
資
本
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

開
発
行
為
が
住
民
を
泣
か
せ
る
結
果
を
招
か
な
い

よ
う
、
慎
重
に
行
え
。
議
会
を
含
め
た
公
祉
の
監

査
機
構
を
設
け
、
七
地
の
売
買
に
か
ら
ん
だ
不
正

行
為
を
防
止
せ
よ
。

区
長
・
助
役
　
都
に
申
請
し
た
業
務
内
容
は
、
市

街
地
再
整
備
な
ど
の
事
業
と
、
そ
れ
に
伴
う
管
理

運
営
で
あ
り
、
全
く
関
連
性
の
な
い
営
利
事
業
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
事
業
資
金
は
、
区
内
金
融
機

関
で
檎
成
す
る
協
調
融
資
団
な
ど
の
融
資
を
受
け

て
い
く
。
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
参
加
は
、
区
民

の
利
益
と
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。
新
し
い
監

査
機
構
は
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

区
の
監
査
委
員
な
ど
で
対
処
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
都
の
財
政
再
建
委
員
会
は
、
都
財
政
の
あ

る
べ
き
姿
を
求
め
る
視
点
と
し
て
、
効
率
。
公
平
・

安
定
・
地
方
自
治
強
化
の
四
原
則
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
区
政
を
運
営
す
る
上
で
も
重
．
要
な
こ

と
だ
。
し
か
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
い
ま
だ

に
高
度
成
長
時
代
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
、
人
員
や

予
算
の
要
求
を
出
し
て
き
て
い
る
部
も
あ
る
よ
う

だ
。
「
人
員
も
予
算
も
多
い
ほ
ど
良
い
」
と
い
う
発

想
を
転
換
し
て
い
か
な
い
限
り
、
今
後
の
区
政
の

発
展
は
望
め
な
い
。
ト
ッ
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
各

部
の
姿
勢
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

助
役
　
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
と
い
た
ず
ら
に

人
員
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
で
き
る
だ

け
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
方
式
を
と

り
、
五
十
人
余
り
抑
制
し
た
。
職
員
の
中
に
も
、

従
来
の
考
え
方
や
仕
事
の
や
り
方
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
行
政
は
行
え
な
い
と
い
う
空
気
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
り
、
意
識
改
革
の
成
果
が
出
は
じ
め
て
き
た
。

質
間
　
仕
事
に
対
す
る
緊
張
感
が
薄
れ
て
き
て
い

る
。
よ
い
仕
事
を
進
め
て
い
く
に
は
、
責
任
の
所

在
を
朋
確
に
し
、
そ
の
責
任
も
間
う
て
い
く
体
制

が
必
要
だ
。
例
え
ば
、
施
設
を
建
設
す
る
場
合
で

も
、
関
係
す
る
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
に
し
か
目

を
向
け
な
け
れ
ば
、
利
用
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、

と
て
も
実
施
計
画
の
推
進
は
お
ぽ
つ
か
な
い
。
ま

た
、
政
策
会
議
で
決
定
し
た
区
の
方
針
に
沿
っ
た

行
動
を
と
っ
て
い
な
い
部
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
区
の
基
本
方
針
そ
の
も
の
の
信
頼
性
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
。
責
任
を
問
う
て
い
く
な
ど
、
政
策

会
議
の
指
導
性
を
発
揮
し
、
区
政
を
前
進
さ
せ
て

い
け
。

区
長
・
助
役
　
社
会
環
境
の
変
化
に
十
分
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
組
織
の
活
用
、
運
用
面
で
不
十
分

な
点
は
改
善
し
て
い
く
。
「
組
織
は
人
な
り
」
と
い

う
。
各
部
管
理
者
の
資
質
の
向
上
は
、
緊
急
の
課

題
だ
と
考
え
て
い
る
。
組
織
全
体
に
、
区
政
運
営

に
あ
た
っ
て
の
最
高
方
針
を
徹
底
さ
せ
、
職
場
内

討
議
を
重
ね
る
手
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

八
O
年
代
の

自
治
体
運
営
の

指
針
を
示
せ

1
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
ー

　
　
　
昨
今
の
政
治
・
経
済
情
勢
の
混
乱
は
、
住

民
に
生
活
の
不
安
と
行
政
へ
の
不
信
を
増
大
さ
せ

て
い
る
。
自
治
体
は
、
行
政
運
営
の
効
率
化
と
安

定
化
、
受
益
者
負
担
の
適
配
化
を
は
か
り
、
行
政

水
準
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
、
庄
民
の
不
安
の
解

消
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
規
単
業
は
、

区
で
行
う
こ
と
が
鰻
も
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
よ

く
見
き
わ
め
、
さ
ら
に
、
緊
急
性
や
将
来
性
を
慎

重
に
検
討
し
た
上
で
実
施
せ
よ
。
予
測
さ
れ
る
都

の
補
助
金
カ
ッ
ト
に
対
処
す
る
た
め
、
税
収
の
伸

び
分
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
お
け
。

区
長
「
区
民
本
位
の
区
政
の
推
進
」
が
区
政
運
営

の
基
本
だ
。
八
○
年
代
の
区
政
も
、
予
想
さ
れ
る

区
民
の
二
i
ズ
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題
を
確
実
に

把
握
し
、
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
可
能

な
限
り
行
政
の
効
率
化
と
、
行
政
と
民
間
の
役
割

分
担
を
考
え
、
真
に
区
民
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。
基
金
の
積
立
て
は
、

今
後
の
情
勢
を
み
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質
問
　
都
市
整
備
公
社
が
財
団
法
人
と
し
て
本
格

的
に
始
動
す
る
が
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極

め
て
大
き
い
。
や
る
気
の
あ
る
、
民
間
人
の
感
覚

を
も
っ
た
人
材
が
必
要
だ
。
今
後
の
運
営
方
針
を

示
せ
。

区
長
　
運
営
の
基
本
方
針
、
基
本
的
な
箏
業
計
画

は
区
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
に
お
く
。
民
問
の

経
営
感
覚
を
生
か
し
た
経
済
性
の
追
求
や
、
専
門

家
の
登
用
は
、
今
後
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
公
社
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
た
い
。

質
問
　
よ
り
良
い
仕
事
を
し
て
い
く
に
は
、
中
堅

職
員
の
士
気
の
高
揚
が
急
務
だ
。
管
理
職
試
験
制

度
の
弊
害
を
補
う
た
め
に
も
、
課
長
補
佐
制
度
を

創
設
せ
よ
。

区
長
　
区
の
独
自
の
方
式
を
検
討
し
、
実
施
の
方

向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

質
間
　
庁
舎
が
手
狭
に
な
っ
て
い
る
。
庁
舎
拡
張
、

第
三
庁
舎
建
設
の
話
は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

区
長
　
庁
舎
の
拡
張
は
、
世
田
谷
区
民
会
館
の
改

修
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。



特
別
区
制
度
の
改
革
で

ょ
り
ょ
い
住
民
生
活
を

質
問
　
特
別
区
が
「
市
」
を
め
ざ
し
て
い
る
中
で
、

「
都
区
財
政
調
整
制
度
」
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な

っ
て
い
る
。
都
主
導
型
と
な
り
や
す
く
、
ま
た
、

特
別
区
は
地
方
交
付
税
の
交
付
対
象
に
も
な
っ
て

い
な
い
か
ら
だ
。
住
民
生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
で
、
よ
り
よ
い
生
活
を
住
民
に
営
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
特
別
区
制
度
の
改
革
と
財
政
権
の

確
立
を
強
力
に
推
し
進
め
よ
（
無
・
社
民
ク
）
。

区
長
　
市
制
構
想
は
、
区
長
会
で
大
筋
は
合
意
さ

れ
て
い
る
が
、
細
部
に
つ
い
て
は
、
各
区
の
事
情

も
異
な
り
煮
つ
ま
っ
て
い
な
い
。
区
の
名
称
を
ま

ず
「
市
」
に
し
て
か
ら
中
味
を
考
え
て
い
く
と
い

う
方
法
も
あ
り
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

質
問
　
効
率
的
な
財
政
運
営
を
は
か
る
た
め
に
は
、

内
部
努
力
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
や
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
適
正
な
受
益
者
負
担
に
よ
る
財
源

の
確
保
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
財
源
を

年
ね
ん
滅
少
し
て
い
る
投
資
的
経
費
に
あ
て
よ
。

55

年
度
予
算
の
編
成
で
は
、
人
件
費
の
削
減
な
ど

で
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
の
か
（
自
民
）
。

助
役
　
職
員
の
増
員
抑
制
、
人
材
の
有
効
活
用
な

ど
で
人
件
費
の
増
加
を
極
力
抑
え
た
。
5
5
年
度
予

算
の
人
件
費
比
率
は
．
一
十
一
、
一
区
中
で
、
一
番
目
に
低

く
、
最
大
限
に
内
部
努
力
を
し
た
成
果
だ
と
思
う
。

ま
た
、
確
か
に
投
資
的
経
費
は
年
ね
ん
減
少
し
て

お
り
、
社
会
資
本
の
投
資
に
は
、
今
後
さ
ら
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

区
民
施
設
は

有
効
に
活
用
せ
よ

質
問
　
区
民
施
設
は
、
適
正
配
置
や
利
用
方
法
の

改
善
、
多
目
的
利
用
な
ど
効
率
的
な
建
設
・
運
営

を
は
か
れ
。
木
造
．
平
屋
建
の
敬
老
会
館
も
改
築
せ

よ
。
仮
称
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
は
、
当
初
は
児
壁

福
祉
施
設
を
つ
く
る
構
想
だ
っ
た
の
で
、
児
壁
に

も
便
い
や
す
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
（
公
明
）
。

区
民
部
長
　
同
じ
よ
う
な
施
設
は
、
名
称
を
統
、

し
た
い
。
体
系
的
な
配
列
や
有
機
的
活
用
も
は
か

っ
て
い
く
。
利
用
面
で
の
効
率
的
運
営
に
は
ト
分

配
慮
し
た
い
。
仮
称
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
は
、
ホ

ー
ル
、
図
瀞
館
な
ど
で
考
慮
す
る
。
敬
老
会
館
は
、

改
築
し
て
他
の
施
設
と
の
複
合
化
を
は
か
り
た
い
。

質
問
　
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー
は
、
長
い
月
目
を
か

け
て
日
照
問
題
や
商
店
の
移
転
な
ど
多
く
の
困
難

を
解
決
し
て
で
き
た
も
の
で
、
地
、
兀
住
民
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
開
館
後
わ
ず
か
五
カ

月
で
、
部
を
改
造
す
る
と
の
こ
と
だ
。
住
民
参
加

は
大
切
な
こ
と
だ
が
、
阿
で
も
要
望
を
取
り
入
れ
、

区
の
L
体
性
を
失
っ
て
は
困
る
。
も
っ
と
し
っ
か

り
し
た
姿
勢
が
大
切
で
は
な
い
の
か
（
白
民
）
、

区
長
　
設
計
の
段
階
で
、
利
害
関
係
苔
の
み
で
実

際
に
利
用
す
る
側
の
参
加
が
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
反
省
し
て
い
る
。
ヒ
地
や
建
物
な
ど
、
大

切
な
公
共
財
産
を
預
か
る
立
場
か
ら
、
最
善
の
運

用
方
法
を
相
談
で
き
る
第
三
者
的
な
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
従
来
か
ら
、
野
琶
・
E
堤
地
区
に
児
権
や

老
人
の
施
設
建
設
を
要
望
し
て
き
た
が
、
い
ま
だ

に
具
体
的
な
計
画
が
で
き
て
い
な
い
。
地
．
兀
住
民

は
非
常
に
不
便
を
き
た
し
て
お
り
、
早
急
に
地
区

会
館
の
よ
う
な
施
設
を
つ
く
れ
（
共
産
．
）
。

区
民
部
長
臼
コ
、
・
三
ニ
テ
ィ
施
設
の
な
い
地
域
に

っ
い
て
は
、
54
年
か
ら
優
先
的
に
建
設
・
整
備
を

進
め
て
い
る
．
こ
の
地
区
は
、
当
面
、
用
地
の
取

得
に
努
め
、
建
設
の
方
向
で
対
処
し
た
い
。

障
害
者
の

実
態
把
握
に
努
め

愛
情
あ
る
施
策
を

質
問
　
来
年
は
「
国
際
障
害
菖
年
」
だ
。
こ
の
際
、

き
め
細
か
い
愛
情
あ
る
施
策
を
考
え
る
べ
き
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
障
警
者
の
実
態
を
し
っ
か

り
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
だ
、
例
え
ば
、
同
じ
福

祉
部
の
中
で
出
し
て
い
る
心
身
障
害
者
台
帳
の
人

数
と
障
害
者
手
帳
の
交
付
数
が
大
幅
に
く
い
違
っ

て
い
る
．
こ
の
理
由
は
何
か
。
．
障
害
者
の
雇
用
も

積
極
的
に
促
進
せ
よ
。
ま
た
、
今
後
も
数
多
く
の

要
望
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
す
べ
て
を
区

だ
け
で
実
現
す
る
の
は
困
難
だ
、
福
祉
事
業
団
を

設
立
し
て
、
区
と
民
問
と
が
一
緒
に
な
っ
て
施
策

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
（
民
社
）
。

助
役
・
福
祉
部
長
　
今
ま
で
の
施
簾
で
欠
け
て
い

た
こ
と
は
、
医
療
、
教
育
、
福
祉
な
ど
各
分
野
を

一
体
化
し
、
障
害
者
の
各
年
代
む
と
に
自
立
促
進
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「
　
瘤

は
　
一
一

年
貸
来
写

を
め
ざ
す
対
策
だ
．
「
福
祉
総
合
計
画
」
の
中
で
そ

れ
ら
を
考
え
て
い
き
た
い
、
就
労
の
問
題
は
、
い

ろ
い
ろ
困
難
な
面
も
多
く
消
睡
的
だ
っ
た
が
、
「
ひ

ま
わ
り
荘
」
で
の
雇
用
な
ど
も
考
え
て
い
く
。
ま

た
、
数
の
く
い
違
い
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
、
申

請
が
な
け
れ
ば
台
帳
を
直
せ
ず
、
区
外
へ
転
出
し

た
場
へ
口
で
も
、
台
帳
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
き
め
細

か
く
実
態
を
把
握
し
て
い
き
た
い
、

質
間
　
実
施
計
画
で
、
区
内
の
施
設
を
老
人
や
身

障
者
に
も
使
い
や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て
い
る
が
、

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
．
福
祉
施
設
が
集
中
し

て
い
る
砧
地
区
を
、
「
福
祉
の
モ
デ
ル
地
区
」
に
し

て
は
ど
う
か
（
公
明
）
。

福
祉
部
長
　
現
在
、
福
祉
の
町
づ
く
り
の
要
綱
と

基
準
を
準
備
し
て
い
る
段
階
だ
．
モ
デ
ル
地
区
は

い
く
つ
か
の
候
補
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
地
区
計
画
、

福
祉
総
合
計
画
の
巾
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

緯
灘
と
り
く
め

質
問
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
巾
で
、
老
人
問
題

は
す
べ
て
の
人
の
共
通
課
題
だ
。
福
祉
総
へ
口
計
画

と
は
別
に
、
独
自
の
計
画
が
必
要
だ
。
ブ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
て
、
高
齢
化
往
会
対
策
を
検

討
せ
よ
。
そ
の
た
め
に
も
、
年
少
・
生
産
・
老
人

の
各
年
齢
層
に
わ
た
る
意
識
調
査
を
行
え
，
ま
た
、

謝、
む
董

’く1響

－螺
瓢麟留

今
か
ら
基
金
を
積
み
塗
て
、
卜
年
、
．
．
卜
年
先
の

目
漂
を
定
め
て
構
想
を
た
て
よ
、
さ
ら
に
、
①
ね

た
き
り
や
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
旺
確
な
把
握
と

消
防
署
と
の
密
な
連
絡
、
②
敬
老
会
館
の
公
平
な

利
用
の
た
め
の
指
導
、
③
老
人
に
対
す
る
社
会
教

育
の
強
化
、
を
早
急
に
実
施
せ
よ
。
9
月
を
「
敬

老
月
問
」
と
し
て
は
ど
う
か
（
往
会
）
。

福
祉
部
長
　
実
態
調
査
を
早
急
に
行
い
た
い
。
ブ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
は
、
福
祉
総
へ
口
討
画
の
中
で

考
え
る
、
基
金
は
検
討
し
て
み
た
い
。
①
は
、
失

火
な
ど
の
緊
急
対
策
と
し
て
倹
討
す
る
。
②
は
、

一
部
の
老
人
に
独
占
さ
せ
な
い
よ
う
指
噂
す
る
。

③
は
、
柱
会
教
育
部
門
と
相
談
し
た
い
。
「
敬
老
月

間
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
老
人
專
用
住
宅
は
、
ま
だ
ま
だ
需
．
要
に
追

い
つ
か
な
い
。
今
後
の
増
設
計
、
画
は
ど
う
か
。
ま

た
、
人
居
期
間
が
．
、
年
だ
が
、
短
か
す
ぎ
る
の
で

改
蕩
せ
よ
、
「
区
長
特
認
に
よ
る
期
問
延
長
」
を
も

っ
と
P
R
せ
よ
（
共
産
）
。

区
長
・
福
祉
部
長
　
老
人
が
親
族
と
同
居
す
る
こ

と
が
最
も
好
ま
し
い
こ
と
や
、
区
の
財
政
面
を
考

え
て
人
居
期
聞
を
．
、
年
と
し
た
。
入
れ
な
い
老
人

の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
弾
力
的
に
運
用
し
た
い
。

56

年
度
に
、
さ
ら
に
、
つ
増
設
す
る
。

質
問
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
せ
よ
。
ま
た
、

在
宅
老
人
の
た
め
の
「
ヶ
ア
セ
ン
タ
i
」
も
つ
く

れ
（
公
明
）
．

福
祉
部
長
　
現
在
、
．
ね
た
き
り
老
人
の
た
め
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
．
時
保
護
）
と
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
区
に
、
ガ
所
の

民
問
リ
ハ
ビ
リ
施
設
も
あ
り
活
用
し
た
い
。

地
元
商
店
街
を
脅
か
す

ス
ー
パ
ー
の

進
出
を
許
す
な

質
問
　
区
内
に
大
型
小
売
店
舗
（
ス
ー
パ
i
）
の

進
出
が
相
つ
い
で
お
り
、
地
元
商
店
街
に
と
っ
て

は
”
死
活
問
題
”
だ
。
小
売
商
店
は
地
元
消
費
者

の
よ
き
相
談
相
手
で
も
あ
り
、
都
市
機
能
の
重
要

な
一
環
を
担
っ
て
き
た
。
伸
奈
川
な
ど
で
は
、
地

．
兀
と
合
意
な
し
に
は
出
店
を
認
め
な
い
と
い
う
態

度
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
研

究
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
寧
前
調
整
協
議
会
の
発

足
な
ど
を
は
か
り
、
出
店
阻
止
を
前
提
と
し
て
強

力
な
指
導
を
し
て
い
け
（
共
産
）
。

区
民
部
長
　
地
元
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
出
店

は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
当
事
者
間
の
話
合

い
に
よ
る
調
整
に
努
め
て
い
る
。
神
奈
川
な
ど
に

は
行
っ
て
勉
強
し
て
い
る
。
事
前
調
整
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
法
律
や
都
の
要
綱
に
基
づ
き
、
惰
勢

を
み
な
が
ら
対
籏
を
講
じ
た
い
。

質
問
　
自
転
車
置
場
に
対
す
る
区
の
姿
勢
を
示
せ
。

特
に
、
新
玉
川
線
各
駅
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か
。

さ
ら
に
、
①
都
市
整
備
公
往
は
、
”
役
に
立
た
な
い

七
地
”
を
取
得
す
る
よ
う
な
心
配
は
な
い
か
。
ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
、
高
齢
者
事
業
団
と
の
関

連
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
②
建
物
の
不
燃
化
な

ど
防
災
上
で
、
現
行
の
用
途
地
域
で
は
問
題
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
③
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
区
で
も
促
進
策
を
考
え
て

は
ど
う
か
（
公
明
）
。

土
木
部
長
　
自
転
車
置
場
の
設
置
は
、
公
有
地
や

鉄
道
用
地
の
活
用
で
進
め
て
い
る
。
三
軒
茶
屋
は
、

建
設
省
が
設
置
し
区
が
管
理
す
る
、
と
い
う
方
向

だ
。
駒
沢
、
用
賀
、
桜
新
町
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
設
置
に
努
力
し
て
い
る
。

助
役
　
都
市
整
備
公
社
で
は
、
計
画
的
に
土
地
を

買
収
す
る
の
で
、
ウ
役
に
就
た
な
い
土
地
”
は
考
え

ら
れ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
認
可
申
請
の
都

合
で
内
容
が
少
し
違
っ
た
が
、
従
来
ど
お
り
、
運

用
の
中
で
高
齢
者
事
業
団
を
活
用
し
た
い
。

建
築
部
長
　
建
物
の
不
燃
化
は
、
防
災
上
大
切
だ
。

俺
居
地
域
の
環
境
保
全
と
合
わ
せ
て
進
め
る
。
ソ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
貸
付
制

度
の
P
R
な
ど
に
努
め
た
い
。

質
問
　
区
圃
整
理
予
定
地
域
内
の
下
水
道
工
事
が
、

あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
い
。
こ
の
地
域
は
「
市
街

地
保
全
地
域
」
と
考
え
る
べ
き
だ
が
、
現
状
で
は

無
計
圃
な
ミ
ニ
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
理
想
的
な

手
法
ば
か
り
を
考
え
て
い
た
の
で
は
実
現
は
困
難

だ
。
例
え
ば
、
千
歳
台
二
丁
目
や
祖
師
谷
五
丁
目

の
よ
う
に
、
将
来
あ
ま
り
道
路
拡
幅
の
必
要
が
な

い
地
域
を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
、
「
下
水
道
施
工

区
域
」
を
設
け
て
は
ど
う
か
（
共
産
）
。

土
木
部
長
　
区
画
整
理
予
定
区
域
を
、
①
既
に
基

盤
整
備
の
な
さ
れ
て
い
る
地
域
、
②
今
後
、
比
較

的
整
備
の
容
易
な
地
域
、
③
市
街
化
が
進
み
、
整

備
が
困
難
な
地
域
、
に
分
類
し
て
、
町
づ
く
り
を

進
め
た
い
。
下
水
道
促
進
に
は
、
系
統
的
な
計
画

を
立
て
、
都
と
も
協
議
し
な
が
ら
努
め
て
い
く
。

じ
っ
く
り
構
想
を
練
り

後
世
に
残
る

立
派
な
美
術
館
を

質
問
　
区
は
、
「
文
化
の
核
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
、
美
術
館
を
建
て
る
計
圃
だ
。
こ
の
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
何
を
目
的
と
し
、
ど
う
い
う
も
の
を

つ
く
る
の
か
、
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
り
、
し
っ

か
り
し
た
計
画
の
も
と
で
進
め
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
後
世
に
い
つ
ま
で
も
残
る
よ
う
な
立
派
な
も

の
を
つ
く
れ
。
さ
ら
に
、
そ
こ
の
職
員
に
は
、
美

術
に
精
通
し
た
人
を
配
置
す
る
な
ど
の
配
慮
も
大

切
だ
。
ま
た
、
区
の
施
設
に
も
っ
と
絵
画
を
掛
け
、

ふ
だ
ん
か
ら
美
術
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
も
考

え
て
い
け
（
自
民
）
。

区
長
　
克
派
な
美
術
館
を
つ
く
り
た
い
。
区
内
の

著
名
な
美
術
家
の
作
品
を
展
示
す
る
近
代
美
術
館

的
な
も
の
が
よ
い
と
思
っ
て
お
り
、
今
か
ら
準
備

を
進
め
た
い
。
施
設
に
は
、
”
心
の
な
む
む
”
絵
画

を
も
っ
と
掛
け
て
い
き
た
い
。

質
問
　
教
育
の
荒
廃
が
め
だ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
中
で
、
同
じ
教
材
で
も
教
師
に
よ
っ
て
は
非

常
に
有
効
に
使
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
「
教
育
は
人

な
り
」
と
い
う
が
、
教
師
へ
の
指
導
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
区
の
指
導
室

は
権
限
も
小
さ
く
、
改
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
（
無
・
祉
民
ク
）
。

教
育
長
　
教
師
の
人
柄
は
、
児
童
・
生
徒
に
大
き

な
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
だ
。
教
師
が
日
e
ろ
か
ら

研
さ
ん
に
努
め
る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
が
、
研
修

な
ど
で
も
資
質
の
向
上
を
は
か
り
た
い
。
ま
た
、

家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
進
め
て
い

く
。
現
在
、
法
律
上
で
教
師
へ
の
服
務
監
督
権
な

ど
が
区
に
は
な
く
、
こ
れ
が
改
正
さ
れ
れ
ば
教
育

体
制
が
強
化
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

質
問
　
最
近
、
本
の
万
引
き
な
ど
子
ど
も
の
非
行

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
に
そ
の
罪
悪
感
が

な
い
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
問
題
だ
。
学
校
で
は

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
（
社
会
）
。

教
育
長
　
非
行
の
原
因
と
し
て
、
判
断
力
の
弱
さ
、

意
志
の
弱
さ
、
罪
悪
感
の
希
薄
さ
が
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
学
校
で
の
生
活
指
導

の
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
。
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朝
も
や
の
中
、
カ
ラ
フ
ル
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ

ェ
ア
に
身
を
包
み
、
息
を
は
ず
ま
せ
走
る
人
、
一

人
で
、
あ
る
い
は
数
人
で
…
．

　
眠
い
目
を
二
す
り
な
が
ら
、
配
達
さ
れ
た
ぱ
か

り
の
朝
刊
や
牛
乳
を
取
り
に
外
へ
出
た
と
き
、
よ

く
見
か
け
る
光
景
で
す
。
数
年
前
か
ら
の
マ
ラ
ソ

ン
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ブ
ー
ム
に
火
が
つ
き
、
今
や
”
走

る
”
人
口
は
増
え
る
一
方
。

　
時
は
ま
さ
に
新
緑
の
季
節
。
あ
な
た
も
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
．
、

　
　
　
　
　
運
動
不
足
の

　
　
　
　
　
”
半
健
康
人
”

　
機
械
文
明
の
発
達
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か

で
快
適
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

機
械
に
頼
り
過
ぎ
た
た
め
に
、
私
た
ち
は
運
動
不

足
に
陥
っ
て
い
ま
す
．

　
目
就
っ
た
障
害
は
な
い
け
れ
ど
も
体
力
の
な
い

人
間
、
「
健
康
だ
」
と
も
「
健
康
で
な
い
」
と
も
い

い
き
れ
な
い
よ
う
な
人
閥
1
つ
ま
り
、
，
半
健
康

人
”
が
増
加
し
て
い
る
の
で
す
．

　
こ
う
し
た
中
で
、
人
び
と
の
「
健
康
」
へ
の
関

心
は
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
、
し
か
し
、
「
食
事
や

睡
眠
に
注
意
す
る
」
と
い
う
程
度
の
消
極
的
な
も

の
が
多
く
、
か
ら
だ
を
動
か
し
、
ス
ホ
ー
ヅ
に
よ

っ
て
健
康
を
つ
く
り
出
そ
う
と
い
う
積
極
的
な
人

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
．

　
　
　
　
　
“
み
る
ス
ポ
ー
ツ
”
か
ら

　
　
　
　
　
“
す
る
ス
ポ
ー
ツ
”
ヘ

　
フ
ロ
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
に
何
万
人
も
の
観
客
が

集
ま
り
、
何
百
万
人
も
の
人
が
そ
の
テ
レ
ビ
巾
継

に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
い

っ
た
い
何
人
が
自
分
で
ス
ポ
ー
ヅ
を
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
「
他
人
の
勝
負
を
み
る
こ
と
」
だ
け
で

満
足
し
て
い
る
人
が
、
あ
ま
り
に
も
多
過
ぎ
は
し

な
い
で
し
ょ
う
か
，
確
力
に
、
．
流
選
乎
の
プ
レ

ー
を
み
る
の
は
楽
し
い
こ
と
で
す
．
け
れ
ど
も
、

自
分
の
か
ら
だ
を
動
か
し
、
汗
を
流
す
こ
と
に
く

ら
べ
た
ら
…

　
自
ら
ス
ホ
ー
ヅ
を
す
る
と
し
て
、
何
が
．
番
手

頃
で
し
ょ
う
か
．
「
老
る
こ
と
」
こ
そ
“
す
る
ス
ポ

ー
ツ
”
の
代
表
だ
と
い
え
ま
す
，

　
走
る
こ
と
は
、
た
い
し
た
施
設
も
道
目
バ
も
い
り

ま
せ
ん
た
っ
た
．
人
で
も
で
き
る
、
と
て
も
♪

軽
な
全
身
運
動
で
す
、
し
か
も
、
走
る
人
の
体
力

や
年
齢
に
応
じ
て
、
加
減
し
な
が
ら
で
き
る
の
で

す
、
健
康
増
進
に
最
適
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
，

　
無
理
を
せ
ず
、
毎
日
根
気
よ
く
続
け
、
少
し
ず

つ
運
動
量
を
増
や
し
て
い
く
、
決
し
て
速
く
走
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．
時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
分
で
、
季
節
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
走
れ
ば
よ
い
の
で
す
．

　
　
　
　
　
生
き
生
き
と
し
た

　
　
　
　
　
毎
日
を
送
る
た
め
に

　
健
康
は
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら

っ
く
り
出
し
て
い
く
も
の
で
す
、

　
運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
ら
だ
の
機
能
が

強
め
ら
れ
、
健
康
を
確
保
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
や
が
て
汗
を
流
す
こ
と
の
”
楽
し
さ
々

を
知
り
、
仲
問
が
増
え
、
そ
し
て
、
生
き
生
き
と

し
た
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
、

　
区
内
に
は
、
総
合
運
動
場
を
は
じ
め
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
楽
し
め
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
、

ま
た
、
自
分
の
家
の
近
く
を
走
る
だ
け
で
も
↑
分

楽
し
め
る
は
ず
で
す
，

　
区
で
は
征
年
2
月
に
「
区
民
マ
ラ
ソ
ン
尺
会
」

を
開
い
て
い
ま
す
，
今
年
は
．
八
六
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
「

　
サ
｝
，
、
あ
な
た
も
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
つ

だ
っ
て
で
き
る
〃
は
〃
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
で
き

な
い
ぴ
と
い
う
こ
と
で
す
、
今
日
か
ら
で
も
始
め

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
，

O
審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
八
件

◇
家
内
労
働
対
策
窓
口
設
置
に
関
す
る
陳
情

◇
児
硫
餓
と
学
薩
保
育
ク
ラ
ブ
の
建
設
を
求
め
る

請
願
（
代
沢
。
北
沢
地
域
）

1
以
［
、
、
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
κ
卜
瓦
年
度
に
山
野
児
壁
館
の
建
設
を
求
め
る

1
実
施
訂
圃
等
を
ふ
ま
え
可
能
な
限
り
早
期
に
実

現
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
，

◇
卜
↓
、
米
道
路
完
成
時
に
備
え
南
北
地
ド
道
路
に

関
す
る
醐
願
（
千
歳
烏
山
駅
付
近
）

1
今
後
、
さ
ら
に
京
K
電
鉄
側
と
協
議
の
ヒ
、
区

の
財
政
を
も
ト
分
勘
案
し
措
置
さ
れ
た
い
，

◇
失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
に
関
す
る
陳
悟

◇
失
対
就
労
者
年
表
f
当
等
に
関
す
る
醐
願

－
以
L
．
．
件
、
請
、
願
項
目
の
巾
で
、
区
で
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
趣
旨
に
沿
う
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
．

◇
区
凱
幼
稚
園
の
教
育
．
r
算
に
関
す
る
請
願

ー
、
．
項
お
よ
び
四
項
に
つ
い
て
は
早
期
実
現
に
困

難
性
も
あ
る
が
、
、
項
お
よ
び
一
、
、
項
に
つ
い
て
は

願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
．

◇
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
請
願

ー
請
願
項
目
中
に
は
早
期
に
，
実
規
化
の
困
難
な
も

の
も
あ
る
が
、
教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て
は
願
意

に
沿
う
よ
う
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

■
取
下
承
認
　
八
件

◇
東
京
都
民
生
活
協
同
組
へ
口
奥
沢
店
出
店
反
対
の

請
願
◇
自
由
が
丘
と
う
き
ゅ
う
進
出
反
対
並
び
に
撤
回

に
関
す
る
請
．
願

◇
貞
京
都
民
生
活
協
同
組
合
奥
沢
庸
開
店
お
よ
び

生
協
育
成
に
関
す
る
請
願

◇
E
川
第
一
、
出
張
所
拡
張
用
地
の
一
部
に
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
の
建
設
を
求
め
る
請
願

◇
「
太
閤
コ
ー
ポ
経
堂
」
建
設
に
反
対
す
る
請
願

◇
ア
ー
ル
・
エ
ス
・
コ
ー
ボ
建
設
に
関
す
る
請
願

（
奥
沢
ヒ
丁
目
1
9
）

◇
仮
称
ヒ
用
賀
サ
ン
ハ
イ
ヅ
建
設
反
対
に
関
す
る

請
願
◇
鈴
木
第
ニ
ビ
ル
建
設
に
関
す
る
請
願
（
等
々
力

、
、
r
目
32
）

○
新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
■
四
件

公
共
料
金
及
び
東
哀
電
力
・
ガ
ス
の
大
幅
値
ヒ
げ

に
反
対
す
る
請
願

電
気
料
金
等
生
活
関
連
料
金
及
び
便
乗
に
よ
る
物

価
の
櫨
ヒ
げ
に
反
対
す
る
請
願

一
　
超
＄
塵

　
p
…
冒

　
　
　
　
等
々
力
不
動
尊
・
漢
谷
は
、
都
内
「
名
勝
百
選
」

　
　
　
の
、
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
こ
の
堂
の
建
凱
記
録
は
、
こ
れ
ま
で
何
、
つ
知

　
　
　
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
、
し
か
し
、
最
近
詐
怨

　
　
　
齢
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

　
　
　
た

　
　
　
　
　
天
明
7
年
（
1
7
8
7
年
）
9
月
、
西
光
浮
住

　
　
　
　
　
．
’
．
協
・
つ
　
叙
．
糞
　
　
　
　
　
　
　
哲
薯
　
ギ
つ

　
　
　
　
職
尊
磨
が
別
当
”
に
な
り
、
満
願
￥
快
遵
が
樽

　
　
　
　
隠
と
な
っ
て
再
建
し
た
，
歓
患
（
寄
進
）
埴
は
、
新

　
　
　
　
圧
左
衛
門
、
　
金
兵
衛
、
　
点
口
匠
ハ
衛
、
　
物
心
圧
衛
…
目
、

　
　
　
　
圧
左
衛
門
、
兵
左
衛
門
の
．
六
人
衆
”
で
あ
る
．

　
　
　
　
さ
ら
に
、
文
化
1
0
年
（
1
8
1
3
年
）
9
月
、
戸

　
　
　
圷
田
重
硫
衛
門
、
郷
左
衛
門
の
両
名
が
、
鵜
木

　
　
　
村
（
現
友
旧
区
）
の
大
仏
師
近
藤
遡
骸
に
「
下
動

　
　
　
明
E
像
」
、
「
孔
梨
迦
羅
尊
像
」
を
彫
刻
、
寄
進
さ

　
　
　
せ
た
。
降
っ
て
文
政
3
年
（
1
8
2
0
年
）
9
月
、

　
　
　
重
航
衛
門
が
”
不
動
尊
本
殿
”
を
再
建
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
”
別
虫

　
　
す
、

用
地
取
得
と
公
共
施
乏
設
置
に
関
す
る
請
願
（
等

々
力
．
一
丁
目
1
7
）

非
核
一
、
、
原
則
の
就
法
化
要
請
と
被
爆
κ
援
護
法
制

定
促
進
決
議
に
関
す
る
請
願

■
区
民
衛
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
六
件

伊
勢
丹
ス
ト
ア
ー
出
店
反
対
に
関
す
る
請
願
（
船

橋
六
．
」
目
2
）

伊
勢
丹
ス
ト
ア
ー
出
店
促
進
に
関
す
る
陳
情
（
船

僑
六
．
J
目
2
）

ス
ー
パ
ー
一
、
．
和
砧
店
出
店
反
対
に
関
す
る
請
願

（
佑
、
二
r
目
2
）

伊
勢
丹
ス
ト
ア
ー
出
店
反
対
に
閲
す
る
陳
情
（
船

橋
六
、
J
目
2
）

友
型
店
出
庸
計
画
反
対
に
関
す
る
請
願
（
宮
坂
、

r
目
2
6
）

仮
称
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
請
願

（
毛
歳
船
橋
駅
付
近
）

目
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
三
件

敬
老
会
館
新
設
に
関
す
る
請
願
（
八
幡
山
・
粕
谷

地
域
）

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
求
め
る
請
願

駐
田
谷
区
高
齢
者
奉
仕
団
育
成
に
関
す
る
陳
惰

■
環
境
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
九
件

第
一
、
花
屋
ビ
ル
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
赤
堤

二
、
～
目
1
7
）

野
川
に
僑
梁
を
か
け
る
件
に
関
す
る
請
願
（
成
城

四
丁
目
地
域
）

商
店
付
き
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

（
経
堂
四
丁
目
6
）

区
道
付
替
に
関
す
る
請
願
（
北
鳥
山
八
丁
目
地
区
）

薯
蚤
罷

・
鰍
鰻
聯
麟
慕
慧

驕
蠣
麟
響
領
鶴
携
鞍
　

年
）
、
新
政
府
は
”
曜
佛
撫
親
”
の
布
告
を
出
し
、
　
凝

の
ち
に
嘉
没
騒
嚢
一
行
い
・
臨

甥
羅
踵
、
談
鑓
醗
欝
醍
惚
　

明
治
4
年
に
暗
殺
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
　
　
櫛

僧
職
た
ち
の
恨
み
が
深
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
　
無

欝
鷲
雛
鎌
蕊

（
繧
鞭
」
、
田
園
都
市
線
等
，
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

ひ
賑
鱗
睡
騰
羅
無
購
鯵
緯
臨
搬
隠

仮
称
池
尻
ハ
ウ
ス
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
池

尻
．
二
、
J
目
1
3
）

仮
称
パ
ー
セ
ル
E
堤
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す
る

請
願
（
亙
堤
、
．
J
目
1
4
）

自
然
の
遊
び
場
設
置
に
関
す
る
請
願
（
池
尻
四
丁

目
2
2
）

都
市
計
画
道
路
補
助
、
一
、
O
号
線
拡
幅
反
対
に
関

す
る
請
願
（
茶
沢
通
り
）

高
度
地
区
指
定
に
関
す
る
請
願
（
太
F
堂
四
丁
目
、

若
林
、
丁
目
地
域
）

■
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
一
件

錆
望
丘
小
学
校
校
地
拡
張
の
た
め
の
請
願

武
道
場
と
ミ
ニ
図
苫
館
の
設
置
に
関
す
る
講
願

（
尾
山
台
小
学
校
竪
）

■
下
水
道
促
進
特
別
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

区
画
幣
理
弄
定
地
域
の
下
水
道
促
進
に
関
す
る
請

願
（
千
歳
台
．
一
丁
目
、
祖
師
谷
配
r
目
）

議
員
の
辞
職
と
会
派
構
成
の
変
更

住
所
変
更

■
議
員
の
辞
職
と
会
派
構
成
の
変
更

　
3
月
6
日
の
本
会
議
で
、
κ
ヒ
畑
孝
司
議
員
（
自

民
）
H
1
月
7
日
付
H
の
辞
職
が
、
議
長
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
こ
れ
で
区
議
会
の
会
派
構
成
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
た
。

　
　
　
8
　
8
　
7
　
4
　
　
4

民
　
　
産
会
　
　
社
ク

　
　
　
”
〆
　
。
．
、
　
往
　
民
　
無
民

■
議
員
の
住
所
変
更

岸
本
千
代
子
（
嫉
…
・
往
民
ク
）
宮
坂
、
r
目
2
1
1
n

Q
「
．
几
八
0
年
代
を
迎
え
て
、
匿
田
谷
区
政
は
．
胎

動
の
時
代
”
か
ら
．
実
践
の
時
代
”
へ
…
」
，
区
長
の
招

集
あ
い
さ
つ
、
助
役
の
弄
算
説
明
で
も
、
こ
の
よ
う
な

力
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
、

O
こ
れ
ま
で
本
紙
を
通
じ
て
の
み
お
知
ら
せ
し
て
い
た

フ
レ
騨
審
議
の
も
よ
う
」
は
、
今
議
会
か
ら
テ
レ
ビ
モ

ニ
タ
ー
で
、
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
こ
覧
に
な
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
、

O
新
し
い
企
剛
と
し
て
、
八
へ
ー
ジ
に
「
せ
た
が
や
の

ま
ち
か
ど
」
シ
リ
ー
ズ
を
定
例
号
に
連
載
し
ま
す
。
区

内
の
由
緒
あ
る
場
所
・
史
跡
を
知
っ
て
も
ら
い
、
”
わ
が

町
せ
た
が
や
”
が
茶
の
問
の
話
題
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

∩
、
5
月
巾
旬
に
は
、
臨
時
会
が
．
♪
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
6
月
定
例
会
、
そ
の
う
え
参
議
院
議
員
選
挙

と
、
議
員
も
大
忙
し
で
す
。
請
願
の
こ
と
、
傍
聴
や
む

意
見
な
ど
は
、
区
議
会
事
務
局
（
偲
）
一
一
一
一
へ
。

し
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